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と在る。

敷地 (1.65~ m' )を得て，事務所及び工場 (866J/{)建築、

4. 20 戦災Kよb建物及び施設の一部を焼失し，業務は停止とまる。

日本から徹が分離され，米国国務省告示gitoて当勤島は，北部繭諸

島正呼ばれ.臨時北部南西諸島政庁が告かれ.職員もとtL'VC'1吸収された。
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鹿児島県告示第25号陀主 9';焼兜島県工業試験場大島分場止して名瀬町広設立

古れ，太島紬の染色及び図案K関1'，る指導業務を関検討'二日、tJ:!..¥¥¥ で

..鹿児島県告示第 407景Kよ点p 大島会場は改組されp 鹿児島県大島染織指導所e1 

n 
(. 

z 

i 一時停止中の染織指導所業務のー部を再開した。

米国の補助で，旧敷地v<:86伽fの事務所及び工場埼・益建設された。

9 

奄美群島の日本復帰聞い鹿児島県大島耕指導昨iしτ僻

奄美群島復興事業によ t，活たに敷地 (355111')全購入し，昭和 31年 3月31
J止九

日研究室及びポイラー室世構築し，敷地総商成 1!J881if，建物面積延1.254111'
lヘ主九 ~.~~ i :..: ~n $.i.:';: l ド，)1'，';-1， ~;， 

と在った。

県規則第錦号で処務細則が制定され;庶務;j説;‘面会、，染色，化学，酬の

6係を骨〈。

昭和30年度から昭和33年度まセば語種試験機器類を整備じた。

(33年度v<:憧混恒湿装置を設備) "，刊

名瀬市の都市計調によ t" 庁舎'!{，ァ部年土移転レ;:敷地1.861 J/t:~;: ，建物 1.254111'

とまった。

37. 

aと;

7. "~ 庁舎改築のため，旧庁舎そ国日事建物(木造2階建事務FfJ件，計866111')

を返還した。

6. 30 庁舎新築工事完成

中，J企業説対指導費補助金によ担機器の盤備をますL
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2 敷地及び建物
~f，'~ 

一一一一一一一一‘一・ー，"..- 一一一一一一唱… 副-..園町・・__，-_.晶...._..._~.帽a柏 町一時-_..

(11'"敷 地 1.861.48m' A 

・H 日・一日，叫司自 ・

(2) 建 物 1.5.4号.ヰ71!f ; C 8 ，ヨ O 句tミ~ ~ -'凡

つ只 I (;弘司 n・ー;:，..' ~i' 

~.(， .・'.'可a 、・ ~: c¥ ií，i~品尚早uι エ4

8 組 織
。司t-':_~~ o ;5a.~~ ) ;: ~)\: 

ホ.イラー
区 分 主 I 去 技師 様(ìll\i.~補 T 、 も技 Eと ょ、計

所 長

総 務 課 4 

機織図案研究室

染色化学研究室

計 4 
J‘ 

4 会 計

(1) 歳 入

科 目 予算額i

使用料数 及び

84F5岬.O，Oth 
手料

財産収入 925.0，0.0 

諸 収 入

合 計 1.773.000 

1 
G， 

¥) (¥ 0.7に

1 0 !.;'，υτ= 

5 o (t () -? 

16 2 

ト調定額 し啄，}<;済額

l: 1.0 0 1.~4i4 号1;)品。1，344

922.300 922.300 

970 970 

1.924，614 1.924，614 
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(2) 歳 出

科 目

商 エ 費

工 鉱 業 費

工鉱業総務費

給 料

職員手当

共 済 一費

工業振興費

旅 貸

中小企業銀興費

旅 費

工業 試験場費
、

一報 償 費

旅 費

需 用 重量

役 務 費

使用数料及び
手 料

原材料費

備品購入費

負担金補助
及び交付金

. 

予算額 決 算 額

3 9，806，8 51 39，8 06，8 51 
-しa，';“ E晶"・'.‘ a 

39，806.8 51 39，806.851 

35，848.β82 35，848.8 82 

20，533，680 20，533，680 

l2，762，967 12，762，96宇'.r;:

2，552，235一一 2，552，235 

25，000 2&，000 

25，000 ‘25300L 

351，000 351，000 

351，000 351，000 

3，581，969 り3，581，969 

十ー一一一一一一一ー由
310，200 310，200 

683，000 683，000 

1，720，004 1，720，004 

22>1，300 224，300 

31165 3.465 

138，000 138.000 
，'''; 

498.000 498.000 
"一F屯・ r'.'司 ・

5，000 5，000 
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指 移t 量長務 α〉

大 左右油 。〉 試作凶築

主任研究員 貞 武 彦

11 長 宮国

1.目的

従来の着尺用緋図采のほかiC.新規減物意匠図J駐在らびiC.色彩画E色等Kつhて研究し，そ

l の応用実用化Kよる製品の多滋化と高級化をはかる。

2 試 要験 概

(li 小物用餅函祭の試作

領用緋図案調製試作

，、y カチーフ用緋陸自案の調製試作

裾模様緋成物のほかし配色法

後染加工配色法

(31 婦人用道行きコート地紙図案の試作

先染iCよる経総緋配色図案についfて試作

紬ネクタイ用餅図案の試作

7 

イ

(21 

7 

刊7

(41 

3. 結 呆

上記試作した緋図案Kよる，緋織防の加工試殺を行在い，良好在結果を待たので，業界K発令

表指導した。特iC.紬ネFタイ用緋図案については，業界の関心を深めるととができ，製品の

高級化iJ湖待される。

大島紬原料糸の撚糸工組合雄{じ試験

研究員杉 山 峰徳

1 目 的

大島紬康科糸の撚糸工程在合理化し，品質の向上をはかるとともiC.省力化を行ない，生産

の能率化と，経費の節減をはかる。

概2 試 要首邑

生糸の下潰は，糸に柔軟性を与えて，枠角の拶着をやわらげて浪返しを容易にし，糸切れの

在いようにするととと，乾式加撚で強撚を施とす場合.，加撚力を均等にして，撚斑などを生じ

古せ左いためといわれているが，品4糸技術が向上して，糸質もよくまっている現在，撚糸Kよ

つては，絹糸撚糸法の下潰工穫は，省崎できまいものかという設尚l亡立った。

一5-



とれまで，実験室で，大島紬の原糸として，下演をしまい生糸を使って，繰返し，加古時と精

練在行な q てきたが.'侍K支障はまかったので，次の実験を行まった。

2-1.実成方法

25中の生糸を使用して，大島紬協同組合付属撚糸工場で，下潰処理した生糸と，下潰し在

い生糸(以下「非潰1'とい百)と1'1:ついて，撚糸~程11:骨ける糸の状態や精線前後の糸質に

ついて比較試験した。

下段剤として，ラ寸ト Yフターとモノポール油を使11>. 1.8% (O.W. f)ずつの添加浴

をつcって. 6時間浸演してから脱水，乾燥室で90'Cで】時胡乾燥後.16時間自然乾燥した

もので畠る。

加工試設は，イタリ一式上下段作品返機，イタリ一式改良合糸機，今村式リ Yグ撚糸織を使

用し，条件を問じ〈するために同窓同鑑を用いた。

撚糸工催中の強力測定は，テ;/"/9:/メーターによれ繰返張力と合糸燥力は，機械がガ

イドロッドとトラパースガイドの間， )j日撚張力は，送D出しローラーとラベットの閲，揚返

t民力は，揚返機のガイドとガイドの閣を測定した。

精練も同一方法で行左い，強伸[It;!IJ定は，松井式セザメーターを用いた。

3 結果と考察

表1 撚糸加工及びiIlIJ定時に骨ける糸の挙動

話建空 下 漬 処 理 糸 ~非 潰 糸

7 乾燥が不十分の時は.1'1:金いがする 7 1'1:'1;、い在い

が，乾燥すると自然K在くなる。 イ 元主事D
ぺ，~ .(. 

紹状
イ 光沢が左<.色は〈すんでいる。

エウ ア紹潰の糸形がL盤b設然トと硬し味て有い罪右雪J (生糸)
ワ 軟らかでヌメリ感があるが紹糸がか

さ張T)i!が〈ずれている。

紹の糸層が〈ずれてきて，繰TI'1:<かっ 紹の糸j醤が〈ずれる傾向にあって繰91'1:

た。枠角の周着はなかった。 くかった。また枠角の固着したようまと

繰 返 18，5'C 59喝RH とろがあ':;:11:'が，容易Kはずれる程度で
， 

支1障はまかった。

18.5'C 81略RH

7 25中の6本合糸 7， ，2::;中の 6本合糸

イ 合糸中は，フイラーの下部が少し上
:.";' 

ィ T漬糸よ 9~. 71，ラーのJ"部が少

合 糸 るだけで，軟らか味K巻かれる。 し上るが軟らか味K巻かれる。

ウ 糸切れまし ウ糸切れなし

18.5・c 65%RH 18.5 'C 70 %RH 
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i i縫糸; 合糸された糸がまくれるととま 経糸: 下潰糸と同じ

< .スムーヂK加株主;れてい〈。
句『圃...-

E “自'

方日 撚
緯糸 J 撚欽が少まいので，糸の送b出 韓糸: 下浸糸とI"Jじ

しは早いが，スム - Af'()m撚され

てい〈。

1 9 'c 70~RH ) 8 'c 70私RH

経・緯糸とも下情糸と同じよう左状態を|7 錫返した鰍立，経糸は中程度授れる
揚返

イ 緯糸は，中弱程度援れる 呈す
t測長)

17'C 58喝 ~H ZO'C 77%RH 

7 経・緯糸ともヌメリ感が岳噴て，平 7 経・緯糸とも下漬糸のようまヌメリ

滑性がある。 感が在い。
生撚糸の強

イ 経糸も緯糸ま同様に糸切れが，不同 イ 1盟系は，プスッと切れるが，緯糸は
伸度測定

のもの弛Zある。 下潰糸のように糸切れが不同のものが

20 'c 65協RH ある。 20 'c 65北RH
-・，..-." 

7 2主洗・脱水後熔，経・緯糸とも光沢 7 続・緯糸とも光沢があって下潰糸の

精 練
があって，ややヌメリ感があるが，乾 乾燥後と変ら左h。

燥するとまくまる。 イ 緯糸は，下漬糸と同じようf'(ラウジ

イ 緯糸は，ラクジキスが見られる。 少ヰスが し見られる。

経糸; プスッと切れる。伸j亙は生撚糸 経糸; プスッと切れる。神j主は生撚糸l

よbも伸びる。 と殆んど変らまい。
練糸の強{申

緯糸: 少し毛羽立って，パラついたと 練糸: 下漬糸のようまパラついたとと
度調l定

とるが見える。 一: ろは見えまい。
; ~; :"1 

‘・‘『

20・c 65%RH ヌ0・'c•. 65協RH

!練糸の揚返
経・緯糸とも，ガイドとのマサツによっ 下潰糸のようf'(静電気の発生は左かった

て，静電気が発生した。'.'I ， ，，，"" 
(担Ij長)

14.5'C 61%RH 仁-20℃ 78mH

注 表中の温・湿度は，作業中のものであ=るO.・
埼r

h 

- 7ー



表2 撚糸工程と糸の張力

コミミ是正
生糸 25中(経弁J有) 生糸 25中(緯糸用)

下 i円民』 ~f 演 下 漬 非!潰

繰返し前の乾燥状態 55% 常 態 50% 常 態

総 糸 の 重 さ :>'459 154 9 240 9 1689 

初 期繰返時の総糸
とフワ 0の重吉

4 ~6 9 3409 421 9 35H 

初期巻取速度 100m〆介! 1 0 om~分 100m/徐 1 0 om~分.. 
繰 返 張 カ 309以下 309以下 409以下 359以下

繰返糸中 ( 3時間数) 
の 切れ

E回 1回 a回 1回

合糸張力(6本合糸) 。 1戸..29 。 1-29 

力日 撚 張 力 17-199 16.5-189 149 1 1-129 

揚 返 張 力 。 。 。 。

表3 撚 数の変動

連
生撚糸(25中/峠) 練 糸(25中/6本)

経糸緯糸 経 糸 緯 糸

下漬非潰下潰非潰 下 演 非潰 下潰 非漬

平均包09) ?-68 269 78 79 259 262 76 78 

最 大 282 2.78 90 92 280 278 84 88 

最 小 250 258 64 68 240 244 58 6.2 

範 間 32 20 26 24 40 34 26 2.6 

標準偏差 9，413 5.568 5，710 5，9) 6 ) 1.5.15 10，799 6，928 5，950 

注 測定回数:20回

-8-
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表 4 精練による糸質の変化(その 1. ) 

試長:50侃，測定回数:10回

試
京験区

実験 車車 p誠 b 強 方 伸 度 糸 長

実験糸
生撚糸料 糸量 減量 滋量率 生撚糸 練 糸 強力差 増減率 練糸 f申度差 増減率 練前 縮長

f g 
22.4 首

f g 量 10 10 10 ‘晶 101 ! 
1 8.35 1.8 " 535.1 515.0 -20.1 ~3.76 19.14 20.5:>. + 1.'1!i +7.0:i，l! 

2 8.00 1.85 23.0 547.5 538.6 - 8.9 ~1.63 19.63 23.1.6 十3.53 + 17，~~ 
下

3 8.0J日 • 1.9; 5 24.4 548.5 530.8 -17.7 -3.23 20.54. 21.54 . +l.~Q ， +4~，7 

4 7.95 1.9'0 23.9 503.7 523.4 キ19.. +3.91 19町.96 22.98. +3.02 + 15.l0 

5 8.9 8 : 2.1"3 23.7 “・一 ，・'" 7:1 
40Q悶 -4曲

'" 
経 6 8.80 ， 2.0'5 23.3 " " 

漬
7 8白60， 2.0'5 23.母 " " 

平均 8.39 ( 1.73 23.5 533.7 527.0 ~ 6.8 -1l.B 19.82 22.0"5 +2.23 +13.75 400回 -4回

l 7.48' 1.73 23 .. 1 52且E 524.5 '- 4.6 '-c 0.8 7. 20五2 21.0 与0.48 +2.34. 

2 8.3'0 1.90 22.9 544.8 537.2 一 7.6 :-1.40 ァO.H可22.10 21，l&" -4..25 • ‘一・ 丸. . 

手ド
糸 3 7.70 1.70 22.1 529.8 501.5 -28.2 -5月2 21.34 2~:8，1η ート!J.50 +2さ4

4 7.9 0 1.8 0 22.8 524.8 513.7 -11.1 '-2.12 21.66 '21.56 -0.10 -0.46 

5 8.15 1.95 方3.9 400回 -5回

6 8.45 192 22.7 " " 1 

漬一
7 8.35 1.85 22.2 .. 一 " " 

| 平均 8.05 1.84 22.8 532.1 519.7 -q9 -2.4 :i 21.4 I 21.39 -0.02 -0.75 400回 -5回



l~ 

iT 

試

料

緯

糸

日副同 1
2 

験試区

T 

潰

非

漬

表 5 精練~ よ る糸質の変化 司一十一1:'<1'γ2')

試長.50cm. 測定回数:10回

実験 練誠 b 強 ，力 {申 度 糸 長
実験糸

糸量 滅占 減量率 生撚糸 練 糸 強力毒 増減率一 生撚糸 -練糸|伸度差 増減率 練前:縮長

i890 f EJ1S 事 24.2 ヲ6
g g 

-707f ltL61 3b 
g 

16父6%
ヲb ヲら

j}. 519.6 448.9 22.08 一5.8~ -26.九6

2 1 9.0'0 2.10 、 23.3 535.0 452.2 -82.8 -15.48 21.72 15.80 -5.9< -:17，26 

23.9¥ '5'~ 4.7 3 8.80 2.10 456.8 -67.9 -12.94 21.6 0 16.06 -5.54 ~15.65 晶

4.. 8.85 2.05 2'32' '5'01i:2 : 467.6 -41.6 -.~.17ì 2.1.62 16.24 -5.~8 叶 14.88
a・-

':2321 
") ;; 晶一 刊・ . ←.胴'‘'日

400白5 09，9'0; 2.30， .'‘ ，-3回

Z20I 1 22.9 
:i " f 

主F 三4里回 -

6 且60 f/ ___ 

、
7 9.53 2.23 ， 23.4， 一~ー 三~ 1/ . ..ー司令.

平均 9.23 2.16 23.4 522.1 45.6.4-ト6'5:8-下~12:55 21.76 16.09 -5.67 -':i6.O4 400回 -3回
『一一一

1 1.9a 23.0 561.5 504.7日
_.--" 円負8'l E-3310J1n 2 u 耳02. ~ß 18.58 -3且~8\' -15.78 

2 9.05 2.05 I ?:!':a千 1587.2 500.9 ~86.3 i-!?黒 1-?，共08 17.14 -4'011'4 . -2237 

3 8.65 2.10 i :::tl.よ面、 1549.4 ，4.95.7 t53.7 ド~}lι 122.80 18.58 -4.2'Q-¥ .-1850 

幸r 且48 1.9 )1" 22.8 543.2 46且8 ..-73.4 -1a5I1 122.42 17.04 -5.38 :-2395 

E 9.1'5 2.10 ト 23.0 一 400回 4回

6 .1.9.45 2.35 ¥ 24:9 一一一一 日一一 ー-.， f/ J -:1困

7 l' 9.05 ，22.7 '，.2.05 -ー---'-
一足司ーか ー• " ，‘"九

平均一正面o日 2.08 23.3 ー60.3~1竺戸 -67.61-12.07 22.34 17.84 4.51 I -:{).151 400回一4回

注 生撚糸の伸度は，単糸が切れ終るまで;測定した数値を記したので，低下率が大量〈なった。

c L 
‘・民

a 
J・

" 
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Fig 2 練減 Dと縮長

2 

練

減 24

b 

23 

回

5 

縮 4

3 

長 2

1 

経

235 

(長さ:1.25田，，400回 j

糸 緯 糸

、

;;11 ¥'23A ? 3.3 
‘、 1

5 

本試験では，主として下演工程の効果Kつhτ知るためVC，下漬生糸と，非漬生糸Kよる撚

糸加玉工程K金ける糸の挙動(表 1)や，作業中の糸の張力(表 2)，精練Kよる線減bと縮

長(表4-5 Fig2)， 精練前後vc金ける強伸度(表4-5 Fig 1)，撚数の変動(表3) 

について調べた。:

(1)概して，生糸を下潰するととと，しまいととKついての作業上または技術上の大在意相違

点は見られ在かった。;

i.d訣，生糸の繰返しの時VC，総くずれにまる傾向があったのは，紹造bによるものと恩わ

れる。

(21 下潰した生糸と下潰し在い生糸を 4らべると，白庇や光沢，柔軟性，総糸のカサ張った状

態まどが異まっているが，精練した練糸1<::つItiては，両者とも色・光沢・触感まどの性状は

殆んど変らないようで畠る。

(31 練滅bや縮長・強力の低下率についても，両者の経緯糸は似たよう在ものである。

-1包ー

• 

」ノ
官

己}

司

4 
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但し，下潰した生糸による生撚糸の経糸伸皮はゲ非漬糸よbも小さいが，精練すると逆K大

き〈まっている。

それは，加工時のテYYg ンなど('eよる伸長や，ひずみKよる付加条件K起因する内部的な

ものでは在いかと思われる。

また，下潰した緯糸の積練後の伸l主低下率が大きいのは，撚数や柑線まどの外的要因Kよる

もので島るう。

練糸の揚返i則長のl専の静，~気発生の有無は，温長の高低K よるものと忠、われる。

生糸を下涜処還することは，却って水質や下漬剤の適用のあやまち等から，糸質や性状を惑

てLた)J. また，糸の取扱いの如何Kよっては，総糸の乱れや，糸切れを生じさせたbして，

繰返作業を困雑Kすることも考えられる。

4 むす び

従来，大島紬の撚糸工程に金ける下涜処理は，習慣的に行まわれて主たもので，実際にその

効果Kついては不明であったが，本実験Kよ]J.下f高処理は，省崎しても支障は在hものと思

われる。

とのよう在省力化方法は，設備の改造投虫夏通殆んど必要とせず，小企業K骨いても容易に採

用できるので，夏('[<:れを工場の現場で実用化試験を行なって，東V亡検討する ζ とにする。

、『ιe

"-~，、

" 

u、

!. ，、
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非 J質生糸による j然糸刀日工の実用 iじ詞幌 f九 d

研 究員杉山隆J 徳

L 目的

前記の「大島紬原料糸の撚糸工程合理化試験J~基づいて工場実験を行まい，実用化り可能
て川 心 λ 

性Kついて検討する。

2 試験概要

本場奄美大島紬協同組合付属撚糸工場K設盟されている久保田式繰返機，主手J長信量J撚糸機，

合撚機を使用した。

試料は， 25中の生糸を下積糸と非涜糸K区分して， :晶返と撚糸加工のfI喋中~;j;，ける糸の

挙動と精練後の糸質について比較し，染着性Kョいても調べた。

2-I 繰返試験

試験

3 

4 

2-1-1 従来実施されている下漬糸の繰返

フヲリの重吉 2009 

アワリ+総糸盟約4509

表 1 下潰糸の繰返し

J 

窓試験数 初取期速巻度 所1紹要の時繰返間 糸皆切無窓れ 糸切1れ窓平回数
の均

24窓 J5om4 4時 50分 13窓

2窓
Jl3m

勿
〆

5時 30分 2窓

129窓 】何mぞ〆か 5時 10:分 129窓

60悠 105m々か〆

2-'1-2目非漬糸の繰返

フワリの重吉 ~OOg 

フワワ+経糸=約 3?-09

-14-

1.4回

。
。

作温業湿時度の

30・c
76%RH 

晴

25 'c 
75喝RH

25'C 
68%RH 

_.". -
-1 .‘  

- 、ー・ 、

、

繰返状態

が巻て取高大速ポきピンの繰K従糸縫っくなる
になる。

機械の不試験調のため最
後まで できまか
った。

ぬ

j 
-す

) 

• 

4 
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試験

表 2 非漬糸の繰 返 し

<''' 、

操 返 状 態襲警-，霊草創造警官高

1 21窓
150'ヰ

よ分 4時 50分

2 

4 

14窓

5 I 64窓

6 I 24窓

7 I 54窓

8 I 1)窓

121m / 
q子

4窓

窓 3.7回

i
↓
l
i
f
-
-

窓

一一

4

一

一

分

一

分

一

J

i
-
-
E
i
-
-
l
u
l
l
-
-
-
O
I
i
i
 

一

-

q

u

-

9

J

M

V

-
J
-
-
:

時一
i

ー
一
時
1
:

一

ii16il--5:!
一

9 80窓

お
一
%
一
弘
一
弘

腕

ー

一

四

一

川

一

間

5時 15分

5時】 O分

5時 10分

20窓

50窓

1 )窓

0.08回

30 'c 
74略RH

30・C

68免RB

ー 』

29:5 'c 
76喝RH

。 晴

7 操b終る百頁『亡まると，アヲリの回転のために，糸が飛んで乱れ

を生じて，糸切れが多(-'，最後ずで操れまい。

イ d呆b返し速度が皐<.議b糸Dポピン径が大き〈在るK従って

さちK高速Uてまるためと1官、われるから誠Jまする必妥が畠る。

7 i量9，亙中後半年なって，総糸が少左〈まると，糸切れが多くまる
イ 終了特K紹糸の束が僅少K在ると切れ戸が多くまって謀れ在〈
なる。

ク 操b返前半は巻取速度が骨そいが，後半次第K巻糸が精管にま
ると速度が早〈左 9.切れる率が多〈在る。ボビンを途中の半分
時K替えるとよいと思立ので，次回K実験する。

糸切れ在〈完全に巻きとれたが，ポピYを途中で替えるとまると

従来の 1日の操返量と作条時間との必係K問題がある。

糸切れまく完全K巻きとられる。友 1のJ試議 2と同時に試験を実

施する。

白 繰返しの最後に至っ:て，約半殺の紹が{韮かり糸を残して，操返し

晴 |ができ左くなった。窓側の機械で窓を閥放して作蒸するために，風

〉|が入ってきて，紹旅を乱し，紹糸町E大量在支障をきたした。

28'C 17竺本試験:i'i，エ場の窓を閉めて行在った。

820/0RH.1イ 24窓とも最後までスムースに繰られだ。

18誇品I50窓が最後まで，永の乱れも抗議られた4 ;: 

:~:C:. I 表 1の試咲 3と詞時K試験した坤ち最後討繰貯ベ悶考と事変 h

75包RH1らま00

r-------------------------------------~--~-----------------，ぞ7
25'C 1 表 1の試技4と同時に試験したが，機械の不調のために，最後ま

68，らRH1で試犠でき左かったo

。



2 -2 撚糸川工試験

2-2-1 合糸(25中ゾ7本)

合糸中，糸が切れるよう在己とも在<，下浸糸よb白色で光沢がある。

2-2，2 加撚 ( 25中/7本;280T/ms， 89T~S) 

両者とも張力よ<，硬く巻かれたρ

2-3 i有線試験

噴射式自動精線機で，通常の普通撚糸と共陀精練を行なった。

3 結果 e 

ア 謝亘中の糸切れは， 1毘陀紹の中で切れていたのもあるようで，現在行在われている下潰糸

と同じ初期巻取越度 15011'/1骨では，糸切紅が多<l' ，g暑返しが凶維で杏る。

イ 繰返しが議後まモスムースK繰b終るためi'Lは，カセ糸の長短Kよる巻糸の径の大小による

加速度と繰返時の混湿度が要因Kなるよe'liで畠る。

ウ 非潰糸はi表 2<ll試波 6. 7. 8i'Lよって初期巻取速度を 105m/9分にすると，現在工場

で行まかれている繰返時間よ bも，約.10%(30分)<・らいあ、そ〈在るが，最後まで順調に

よ〈操担畠げるととができる。

エ 非演糸の諜返速度は，前記「撚糸工程合z里化の基礎試i~J の初期巻取速度と同様i'L， JOO-

105m/介が適当のようで畠るo ..，.. い

オ 非漬糸の働亘時の湿度は， 75勃-80%がよいと思われる。

カ 精線糸の性状Kついては，非漬糸は，精練，脱水後。総はたきに軒いセ，糸が捌き易(，

また下潰糸よ Dも白<，光沢があって，糸状が{申びてhる。

キ 試験糸の測定値は，表3のと草子Dで，下演，非漬殆んど変ら左いようである。

表 S 試験糸の測定値

画孟設て 非 演 糸 下 潰 糸

タ
合糸数 25中/7本 25中/7本

撚 護士 .280T/m 278T/m 

テ
強 力 62zg 588V 

{車 度 21.1% 19.6喝

l糸
練減 b 19 % 20 % 寸J

染着性 良 良

ヨ
合糸数 25中/7本 25伸/7本ー

撚 数 89Tノπ 89T/m 

コ
強 力 548V … .  57a.v 

f申度 17.3晶 18.7% 

糸
続減 b 20喝 20% 
染着宇佐 良

目』 ・ーーーー
良

J6-

， 

J 

u 
-ふ

4. 
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(ガ 撚数，強f申度の放{直は，タテ・ヨコ糸とも 5件Kっき 50回測定した平均値である。

(1) イ青諌は，噴射式認線機Kよる問浴球Dで，術的は，各試#十とも JO紹をl括にして担1)

定した。

(劫 染色は，酸性染科で同色|司浴染めである。-

4. むすび

本試験は，撚糸工場に骨ける平常の作葉と併行して行在われたので，作業条件や，繰返織の

巻取速度の調節左どで種々闘維なととが畠ったが，一応所期の目的を最古めるととができたと

忠、う。

非潰糸は，巻取速底を適正化むて，工場内の作1卓粂件を盛え，温湿度を;姐自白するととができ

れば，実用化してもさしっかえ在いものと思う。

宇育球糸Kついても，非演糸は.色・光沢・風合がナぐれてふるようである。

また，下潰した生糸は，完全乾燥しまい限れ繰返しが閤維に在ると忠われるが，一本法によ

るとパの事うま気象条件K妨げられるととも左(，下漬剤や下漬・脱水・乾燥等間する時

間・人員・設備左どが省ける日，毎日の作業計画と縮酬が自配的，省力化と能率化

Kよって，経費の節約とコストの低減をはかる己とができると思う。

コー下地緋織物の刀LI工法についての試作試波

研究室長森 林 実

主 任 研 究 員 長 田 宮

研工 究員岸田文、 司

業技師宮沢トミエ

目 的

草木染Kよる新規の婦人用オシャレ着，道行きコート地用緋緋助を試作する。

l 練物設計

密 度 使用糸 緋構成 鰍帝抱合 釜 染

筋 羽| 経 糸 緯糸
緋 土也 経 緯 経 縁

幅 数 緋 地 餅 士"I!! 数 色

凶 占ノ、
五九

C抗 C前t 0 四 0 四
草

五 四 八、
木七 。ノ~、 四 七 瓦 瓦 七 七

極 羽 本 本 本 本 付 付 品 品 本 本 釜 染

-17よ



2. 加工法

従来は，経練緋のほかK緯総静?を併用した，模様の製品が多いが， ζの試験は，経ZE緋使用

Kよる，草木染併殺様の加工法在行まった。

11j 地経用白糸を盤経し，仮枕する。

{21 仮結域経糸を草木染陀よ b捺染・披・中・淡S色。木目悌様市

(31 蒸熱処理・仕上加工・機巻き

141 経耕糸と経総緋糸の配列機掛け

151 緯地糸は，輪具糸と片撚糸使用

3. 結果

(11織上げ幅 40.2C1n 長さ 】2.4m • 

たて方向

5 1.9 % 

の D故宮 l 6.7.0 I品

重吉 590g 

よ己方向

54.7 % 

62.3 % 

厚 さ

0.3 m1ll 

0.3.:~ 111"，-:. 

※原布，籾鍛き試料可Dシワ回復率については，若干の差は畠るが，回復率とじ℃は概ね良

好で畠る。

厚吉Kヲいては，従来む製品よT.0.1 1-0.13酬車<.一室胤の必品企得た。

131 色相にヨいては，草木染特有の渋味のあるのができた。

(41 木目模様の経総統の加工KよT.立体感のある新ら[..¥0感覚の製品音符.所期目的を達した。

ー吋

Lト~ ，:.，1 '1¥:' 

鋭允土雇用緋繊!物の加工法について試作試験

研究室長 森 林 突

主任研究員 長 回 宮

研 究 員 岸 国 文 司I

工業技師 得 富 友子

目 的

近年，鹿児島まらびに奄美大島を訪れる観光客が噌えつつあるの宅，手頃の価格の土産品用

緋ぬ物を試作し，業界の指導資料Kするo

1. 額用帯干減物Kフhて

名瀬市花のJ吋ピスカスを1砲の色彩配色Kよb図枇し，ハイピスカ均品悶，色緋L
l 脚程度出せるかについて加工試験した。-"、 1 1 liib i 

-18-
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一口

密 度 使用糸 緋4桂成

若草 羽 経糸 総糸
I緋| 地幅、数 緋地 緋地

占/、 h 五也 cm 1 cm 。閥。図
0四ハ 0- 一

♂芙本 再四t九r 
Hボ且1千 四本 瓦瓦

纏|羽 付付

設物議1 - 1. 

1~2 加一工法 日

(1)経緋は， .2本の糸で砲し鋭しJ ;It棚糸はi従来の動齢世行なった。

緋の滑加工法は，逆i婦の述統普通締の耕遊に加工

緋涯の染色は，配色陀応じて地あき部分を摺込染色

1枚の規格は 37叩メ 37伺ト

結果

多色の配色加工Kよt• ハイピスカスの感じを色併で出すことができ，所期画的を達し

己:.~

官一、

[21 

(31 

， 

J 
[41 

1 - 3. 

(0 

た。

(21 採算面陀ヲ仏全ばれ基礎試jI)の段階で量的に少在かったので，若干コスト高に在ったが

量的加工によ b手頃の価格の土産品として期待できる。

従来の大島紬は，同じ柄を 6疋-8疋ずつ加工されてきたが，本試験では，
:1.'..1 

についても色彩配色を変足る己とができ，色緋復様の多様化ができる。

パックの地色fCよって，色緋模僚の鮮明吉を左右するので，今後研究を要する4

蒸熱処還後の緋糸の水洗は，新慈の全解後が汚染が少在h。

ハンカチ フ用緋j織防について

奄美大島の高倉と名瀬市花のハイピスカスの 2種類KヲIr>て，緯緋と緒総緋併用Kよって緋

佼様の加工を行事ド品交正い L 

織物設計

会

1反-2反

(41 

[51 

(31 

2. 

¥.，._' 
高

密 度 使用糸 緋構成緋抱合釜染

君主羽 経糸 緯糸 | 
幅数緋 地緋 地緋地緯稗経緯 、数 i 色

...1 1 1 -，- 1 o'm 叩一一本緋総緋 合染
'六二九 l 嶋 崎 成

平三T 聞:、ui ???一 五 五 四 三 一 染
プミ λ 六六瓦 瓦四七 二一
纏 羽 本本付付品品川、.，' I本|釜|料色

U、
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密 度 使用主長引税構辰一誠治合釜染

簸 羽 経糸 緯糸 一一
幅数緋地緋地日←緋地緯緯経'__t. i緯 数泡

- 1 cm 四一 本緋総餅 11 合染
六 二四四 成
四 九一 .主主ぜ六一

六八 六 六 六 I 瓦克一四 一 染
樹羽 本本本付付品品 本釜料色

ハイピスカス

ー、

、---'
d 

最初，経緯糸を従来の片撚糸を使用して試織したが，ハンカチーフの要素官おi!>yャリ

感K乏しかったので，緯糸K諸糸を使用して試作した。

(21綿緋加刀ま，逆締の連続普通締緋慈K加工

緋慈の染色法は，地摺込み染色

模様の配置は J、y カチーフの布地の右下方に小さ〈出しH 他は戸無効。

結果

、';;: ;-: 

法工方日? - 2 

i
 

l
 

(
 

l31 

(41 

2-3 

下記のようま加工上研究すべき点があ斉?

ハンカテーフの特長とする γャリ感のある手触b地風の研究1
 

1
 

1
 (21 採算性については，量的加工Kよb十分期待できる。

， 

裾 4民様軸物についての加工試験

¥ 

¥_J 

Q 

三

司

宮

文

テ

岡

田

長

岸

森

主任研究員

研究員

工業技師

• 

< 

ツ

目的 4 一品 目一一;
大島紬は，緋の加工工程の関係で，その殆んどが 6疋から 8疋を}仕切bhしで， ptc染す品

ため，同じ餅模様の製品であるが， ζれが改善法として，桝染色を後染力日立し片とほか

し調・色緋模様を表現する加工を試みた。

-~o-



染色は，単色の期間集様で併加工し，緋の着色を後染する。

法

(li 織上げた製品を縫仕立寸法K応じて，配色図案を作成

(21 製品原反に上記配色tL基いて印をつける。

(31 袖・身頃・衿・共衿について，波色から淡色のj眠K僚染加工

(41 蒸熱処理・仕上加主

3. 結

密 度 使用糸 緋構成 緋抱合

続|羽 l経糸 l緯糸
緋 地 経 総 経緯

数色幅数緋地緋 1亀戸 ヨ!
」ー

五 占ノ、 C氾 CI7t 、 0 四
L 四

1 二釜 合成染科染色

ノ、
凶 七

~ 10 !七 。ノ、

|量
。ー」

四 一 瓦 瓦ノ、
羽 本 本 本 本 付 付 品 品 本 本

百十百置4翻itえ1. 

':，' 

工方日2 
F 

、
〆
)

呆

同一緋模様でも，後染加工陀よ t• 緋模様の色を変えて，病模様の変化がはかられる。

加工上の問題点として，手続bの手触b地風にするための糊つ吋法と防γ ヮ加工の問題が

(1i 

(21 

ある。

(31 捺染加工tL:I>-ける淡色が斑Kまb易い。

泌存製品の両級 iじに闘する副作試験

〔一:

実

子

林

正

森

吉

森

研究室長

工業技師

男物小柄について試作。
ヲ・

> 

ツテ" 

的

近年，男物小柄製品の需要が培えつつあるが，産地。小柄は，亀甲小柄が大半を占めている

現状で畠T.とれ以外の小i丙梯係Kついて試作し，設計加工技術の指導資料K供するとともK

自

~21-
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耕 }持者r 成
一ーー一ー←ー守号込品キーー
経 緯

2品 2品

L 試作柄名まらびK設計概要

数

36釜

釜経緋糸数

448本

節度名柄

) 5.5算柄違い

米の字 1/ 961/ 5761/ 1/ 

1/ u 64グ3841/ 1/ ツ封Tミ

。
2 _.II 
ニムムムム.. .:.1: 

1/ 

3 1/ 3 4 8// 480 11 算13 一本商郷

伝使 2 11. 11 57611寸十15目5算

、
1/ 一 E 

11 

1 -1/， 

64 11 

72グ

384 11 

496 11 

11 

" 

用ツパキ

花 y カー

、ノ

米の字 #]E白3〕且 i

lf. ~1 符i=='唱戸同月F

I口E口E口
帯広=司 ""F二1""ロ=ゴヰ千

1日El口E口I
ヰH==ゴザ下=ゴ帯=司守

τ「ーITIIlTij-1官

2 

u 

引
一
均
一
一
川
一
週
一

口
川
口
口
一

キ

τ
H
』一一六一一
H
U
一一帯一一一

山
口
川
口
日
一

用官日比土帯二官且一一件-一一一

口
川
口
日
一

1
5一
E
一医二

「
L
布

市

E
H
L
ヰ
i

守

rhEF+山口

優
コ
日
ロ
刊
十
円

E

日十一口
rh口

唱
白
日
山
口
司

4ト

< 
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結果

試作品について公表したが，次のよう左加工ょの長所・短所於島る。

小4向。坊は，大柄必品と呉左 t，幾つかの基本Kまる緋が畠 t，一経路の自己列組合せによって

種々の小緋街華K変えるととが容易で，製品の多様化ができる。

遜緋折曲げ耳部の良否Kよt，緋不揃v>， 色斑，糸斑等が大柄製品K比べ目立ち易h。

線緋締の緋遊の量百蜂き工程が簸かしし糸切れを生じ易いので研究を要する。 一

3 

11I 

(2; 

'-: .:: l: 刊

小柄製品 le..-9-いーでの試作
t)" ....1 (; 

(31 

司

子
文

正

国岸研究員

工業技師

ω} p 

、J
r

、k

-u 

ヨ
i

吉

的

草木染色応用による男物小柄製品の試作

目
一←九;

図

計

赤尾木西郷

密 度 使用糸 緋構成 静?抱合 釜|
筏羽経糸緯糸

緋地 経緯 経緯
幅数緋地緋地 数

五
0 0 四

占ノ、cm 
四-Z0姻

0 瓦四。四二 O 四
一八。六瓦 Li量|i題。羽 本 本 本 本付 付 品品本

設物

名

1.織

柄

L 

図

[.J符 Eユ符 [J符仁 3

脊 C_'J瀞 Lコ格Eιコ帯
Eコヰ EコキEコ字予巳コ

守，[ユキ平仁コ脊 Eコ等

Eコ枠仁ヨ脊Eコ千千Eコ

ヰ字[J芋f[]帯亡 3挙

略
風廻し

密 度 使用糸 緋構成 緋抱合 釜|

筋羽 経糸、 緯糸
緋 地 経 緯 経 緯

幅数 緋地 緋地 数

。凶 占ノ一、-/iE 」、七七 叩
C尻

0 四 思 五

担 0羽
四 六九 瓦 瓦二 八
本 本本 本 付 付品 品 本 本 釜 l

名柄

b 

" ~司』
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略ミ d)F1ヘ

回E自i自主回

目E白Z国1呂
田i回よ回 ~81

〆

密 度 使用糸 l 緋構成 緋抱合 釜

筏 羽 経糸 緯糸
五持 緯 体

市高 数 耕地 緋地
地 経 経

数

六二九五四C11l，I g瓦四 0四
二八 一~， 一一六釜四0 四 0 四六八二 瓦二三二ニ

組羽 本本本本付付品品本|本

中有馬名柄

、喝

'-_) 

織上 b結呆

柄 名 I幅 長 さ 重 さ

赤尾木西郷 3 7 c視 12.3 m 4 95 9 

風 廻 し 11 24.5明 1.0 20 9 

中 有 ，馬 11 1 2 ηz 4 90 9 

2 

製品の色相その他緋忙ついτ
赤尾木西郷・風廻しは，草木染による訟茶の地色，中有馬は，濃いクグイスグリーン地色

f't:，それぞれ白小緋を配したが鮮明で，草木染特有の渋い色相の製品を得た。

中有馬小柄製品は，昭和A砕度全国公設試検研究機関の試作品展に出品し，工業技術院総

維高分子材料研究所所長賞を受賞した。

3. 

)
 

l
 

l
 

IZi 

) 
林 実

文司

友 子

ト主エ

田

富

沢

一 研究室長_..-森

研究員岸

工業技師一得

11 宮

シヤリンパィ泥染製品の品質改善@ 

4 

目 的

産地製品の殆んどが，片撚糸使用K よる 15，5算またはJ.~算の製品で畠るが，諸糸応用 18

算製品Kつhて試作し，業界の参考資料に供する。

1 
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1.成物設計

司E 度 使用糸 緋構成 緋抱合 釜

緋締経筋
経糸 緯打ち

筋 羽 経糸 緯糸
緋 j由 経 緯 j怪 緯 配

糸込み幅 数 緋 主由 緋 地 数 亨IJ

乙沼 回Z属会 1/ 耕地 左
七 ー，」、 七 糸糸

四 七 ーノ」、 。五 0 四 一。。 JI. 占
ムノ、 瓦 瓦 九 」ノー、ノ、 ノ」】、

本本 |司組 羽 本 本 本 本 付 付 品 品 本 本 釜 算

ヘー1

2.繊上 D結呆

機上幅昌 7cm. 長吉 14m，重吉 570g 

3. 品質試験結果

|》(
γ ロ回復率(均 45 度カンチレ.....~法 (mmJ 厚吉仰)

原 布の b抜き布原 布の b抜き布
原布のb 汚染変退

経緯経緯経緯経緯 抜き

泥 染 65.1 77.2 59.2 62.0 57.5 50.9 44.4 38.3 乱18 乱20 5級 4級

藍泥染 66.4 77.0 64.9 65.6 54.5 52.7 40.6 40.5 0.18 0.19 5級

4. 考察

(1)糊抜き資料のシワ回復率が原布に比べて惑いが， e:.れは，糊抜主時K長ける生地の収縮が

原因と考えられる。

(2) 原布・耕肱き試料としシワ回復率K骨いて 2.8喝--12.1 %.岡撤度K骨いて l.8mト

6.6m1flヨコ方向が良い。

ヤ 5 色相，その他榔ついては， ..;..t-¥，リンパイ染特有の欄，臨染緋で，しかも従来の 15.5

算蚊緋に比べ，ち密な蚊緋製品在得るととができ，所期目的を達した。
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草木染大局 紬 の 試 作

研究員岸田文司

工業技師得宮友子

作試の品製
i

るvla k
 

用航木

計

的

椎

設
唯

物

目
島
ー
織

;._ ， 

密 度 使用糸 緋構成 緋抱合 釜
経緋締

ポ糸圭 将官
銭 羽 経糸 緯糸

耕 地 経 総 経 緯 配 込
幅 数 緋 地 緋 地 数 百昆 ヂリ， 糸み

ーノ」、 五 ムノ、 C祝 CII! 四 四 禁葉 主王
四 七 占/、 。瓦 。瓦 .， 。

A，a 、 四 四
本四 九 八 四一一

羽 本 本 本 付 付 品 品 本 本 釜 算本本 伺

1‘ 

J 

2. 加工法

(1) 大・小の麻策模様在布幅 7対 3ft:配置した。

(21 緋の陰影法として，模様の一部分を太い蚊併に出す緋締を行まった。

3. 結果

(1 )麻薬蹴の大川、i'e.l:]J，立体J寄りあ手製品を'得U

121 陰影効果については，パック地の色相が淡かったため，十分でなかった。

J
 

内'

緋ネクタイ地につい?ての試作
¥...ノ

研究員岸田来 l司

工業技畑 宮 沢 f トミエ
. 

目的

多色Kよる餅ネFタイ模様の多様化加工試作

1.成物設計

4 

密 度 使用糸 緋構成 新抱合 釜 染

筋 羽 経糸 緯糸
緋 地 軍主 緯 経 緯

4幅 宝当 緋 地 餅 地 数 色

12奇
c抗 Gm 

五四 四

成合染料染色
占ノ、 玉 一

怯 12
」ノ、ー 位耳 瓦

付瓦
四 占/、 一

本 本 本 本 付 品 品 本 本 釜

-26-
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Z 加工法

(11 地経糸を働径後下図のように色別に染色

A 設アイ色 B 茶 色 C 般グリーン色

F-4.7間一|←4.5m 一→1~5.3m一=-c>!
たて方向

(21 縦模ト僚を布日隔の中間のみVC~è置し，他は無地

(31 模様はA'Bを精華小柄.cは点緋と短かい線緋を組み合わせた緋小柄模様とし，部分的

に緯の色総緋とした。

3.結果

(1)綾上幅 46cm 長吉 13.05m 重吉 6509 

(21 同一都模犠在地色を変える加工法KよT.呉在ったJ商じを与え， 1反の機掛けに骨ける色

別による多様化加工ができる。

(31 少在い経併で，効果的左耕模様Kできるとともに，必紙在らびに税調整の能率が良い。

手ばえ壁紙の改善試験

γ、
研究室長森 林実

研究員杉山隆徳

目的

手ばえ盤強『亡#ける主主経回数言先取法の改善

1.方法
勺 λ1

(1)腕台附ける手動車出は，荒綾部分陀仕掛けた糸.，1&.<.て目録を徳認するが， ζの手聞

を省〈ため(機械綿織K使用する段)数計を盤経台K取bつけ，次の方法で試役した。

-27-
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(21 鑑沿台・段数計略図

強 経台

。

面 白。
。

c I。十一一ー一一ーー竺-
。

'0 

e 

'31 作 業方法

7 段数計・ A図の始動枠.%舗が短かし盤経時K指の接触が十分で在かったので， B図の

ょうi'(接触部を改良して試験した。

イ 取りつけ個所は，整経台の aから始まれィ，ロの本総荒綾を経て，矢印に治うて b

c ~;:"よび eの荒綾K糸を婦人して a i'(戻る。

ウ 段数言十を a苦sK耳)(t'付けた場合は，右手で糸在、錘の外側を廻すとき，人指指で段数計の

指動梓を作動させる。また， e昔日i'(取bつけたときは，左手で荒樹亡糸を挿入する都度，

人指指で段踊fの始動樽を作動させ，整経回数が分るようi'(した。

(41 結 果

7 数字盤によ t，盤経回数が確実に探知でき，作業途中で荒般を数え，長経回数在確認す

る手聞が省け，作業が能率的Kできた。

イ 段数計本体在らO'i'(始動梓の先端と盤経する糸との接触防止が必要f晶る。

ウ 段数計の型式左らびK整経台上に取りつける方法を研究する。

エ 盤経作業方法を検討する。

以上の研究を妥する問題点等Kついては，継続して試験を行まう。

-28-

J 
、a

¥_J 



八
)

」
。

、

車木による大島紬の染色試験

担当者研究室長丸山武満

工業伎師禰西 決造

l 目的

現在生産古れている.色大島紬のほかに渋味のある，植物染料を利用した草木染大島紬を生

産し多様化をはかる目的でJ島内K産する他物で大島紬の染色試験を#とまった。

Z 試験 概要

2-1 試験に供した植物名

{1} ばしょうの根

(2) 椴ノ木 A (直径10印前後の生木 j

{31 椎ノ木 B (直径30棚前後の製材所の不安材)

2-2 煎出法

各原木克匂を細断し. I町畜量の水1(;J -f1.'灰1.49を加えて 6時間煎出'1:;， 5 tの染被を

採取して武喰K供した。

ま金，各植物のタ Yニン酸の含有量を測定した結果，表(!jのと:!>t。

表{1} 各植物のタ;/.:=.;/酸の含有量
川、 ι2

槌物名 原木2kgl(含有
含有量の割合するタ y = y酸

ばしょうの根; 4，4569 0.22% 

推 ノ木 A 6.5 20 

椎 ノ木 B 4，7 72 0.24 

2-3 染色試験

{1}試料

409付経絹糸2手取bで整経糊張bし. 80番ガス綿糸4モト締めの大島紬用緋

(2) 染 色法

試料の大島紬用絹糸及び耕を供試植物中の(1正置物の煎出液で下記の染色工程1'(よって染

色 ザ

131 染色工程

5~ / '¥ ，~. '¥ A r=' r-r-7ι 7法 (熱染)→(染)3図-(乾)→(染)→(石 1;)→(染)4回→ F百1-%)→ 

(染)4 回→伍8~e) →鎌)4 四→(乾)→(染)→(石号令)→鎌)4回→(石弓)→
(染)佃→(石均)→(染)41llr>Cfi考古)→偽)4回→傑)41llr> (石均)→(乾)→

6~. \_~('Jfu \A r;:;T _f-r79h，，____(')h，¥，tr;:;T _/~8~ (回)→(染)→(石イ)→傑)41E1-→(石タ→(染〕岨→(石イ)→鎌)4闘→
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F百5勿・)→(染)3回→(乾)→(回)

イ法 (染)→街地 l_';J染).3働問⑥1!J→(染)咽→(石理〕→(染)3回→(石努)→

(訴さ)掴→(石5物→(染)3回→(乾)→(国)→(染)3回→伝的)→(染)3回→

(石玲)→C染)声倒→F百871:)→(染)3回咽871;)→蜘3回→(石与を)→

傑 )3回→(吃〕吋田)→(染)3回→伍5均→(染)3回→(石特)→(染):.咽→

伍吻)→(染)31回→伍万世)→日韓)3回→(石7勿)→傑)3回→何物)→

(染)3回→(石571::)→(染)3回→(乾)→(回)-徽染)→佃)

t主) (熱染) 煎出液で可染物の2階量で試料を煮沸し 1分染色

(染 ) 煎出液の冷液で試科在日分間染色

(石 ) 石灰水で試料を 1分間繰作後絃b晶げ

ま;:".数字は水量に対する消石灰量

(乾) 乾燥後つぎの染色K移る。

(閏) 泥田で染色

2-4 染色の堅ろう度前検

(1) 洗た〈試験」 ι日本工業規J洛A -2号法ラパートメーター機で試験

(21 日光 試 験 退色試験機で試験

(31 汗試験 日本エ業規格;'f試験機法C法で試験

(41 摩捺試験 学振型誌放機で試激

2-5 摩擦堅ろう皮増進処理試験

試験給泉はやや不盛ろうま点があるので;下吉田EよD処理し，その効果Kついて試験した。

処理法

ポルテツス NKAとポルテックス NKBを 1: 3の割合で混合した液80gをltの冷水f'(:

溶解して染色糸を1紛開設潰そのまま乾燥

表 2 染色竪ろう度試験表

、

_) 

陥宮里里
洗た〈試験 汗試験 摩 擦試 験

日光劃験
増進青前IJ 増進剤後変退色汚染 変退色 汚 染
処理 処理

ばしょうの根 2-3級 2-3級 4 級 3 級 3-4級 2 級 3 級

椎ノ木 A 4 3-4 7 4 3 ~4 2 3 

椴 ノ木 B 2 3・ 6 2 3-4 2-3 4 

υ 
• 

， 

，:t、、

、ー

一呈O~



， ) 

¥...〆

。

、

表 3 T首ijIt瓦び強f申fi!'.試験表
!、"

，、、“自

I植¥物袋科ろ4え5呉
ー・時』

染 色 後 の
増 至主

d世 度 伸 度

ばしょうの根 ) 00略 595 g 21. 2免

t桂 ノ木 A 57 595 ) 7.9 

椎 ノ木 B 45 496 16.4 

3. 結果 一、

3-J 色相について

ばしょうの根による染色は雄茶色が得らか，椎ノ木のAVCよる染色は黒色にまj)，.椎ノ木

Bによる染色は捜茶の色相対得られた。

特~，推ノ木のA~ よる染色は，黒色でも Vヤリ yパイのよう在赤黒でま< ，茶系の黒が

得られた。

ヨ-2 串傑について

ー慨ア川村ロ ム臓による染色ではr綿糸で慨した榔酬が浸透汚染するが

との染色法は，従来のVヤリ Yパイ染色法で骨とまったので，特に汚染は認められ在h。ま

た，その白緋の色は，従来のシヤリンパイ染色の赤味でな<.オリープ系の白緋が得られた。

。
るゑ引で沢光hp 

触手の有

て

特

h

物

つ

植

て

-

K

左

h
・

沢
様
つ
一

光
伺
一
一
応
一
一

'

と

度
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d

う

触

パ

る

手

y

堅

の

リ

の

糸

ヤ

色

地

γ

染

の来

、

3

従

4

。a
q

u

ばしょうの根及び椎ノポ旦による染色は，各試強共t亡やや不堅る5であるが，椎ノ木Aは

各試犠共K堅ろう在染色が得られた。

3-5 増量及[f.強{申度~2.0て

時!レぷ立で染色した糸は精霊まが多いが，とれはばしょう 1'(含まれている物質が付着したも

のと考えられ，糸の状態から実用化は困難であるo その他の染色はやや増量しているが， ζ

れは従来のシヤリンパイ染色と同儀在地風が得られるのぜJ己の程度の増量は，製品Kよい

結果をもたらすものと考えられる。

在軒，強伸l宜Kついては呉状は認められ~.It>。

3-6 以上の試当完結果から，ばしょうの繰陀よる染色が不盛るうで品j).糸質もよ〈まい。

とれは，ばしょうの性質日るものと思机るよ F

また，椎ノ木町よる染色村村監ろうで的，その上染色慨も予酬に惑い結果が

得られた。 ζれは権ノ木の乾燥の度合存者 pて差異が畠るように忠われる。つぎに椎ノ木A

f1:.tる染色は，茶系の県で，緋の色はオリーフ・系の色が得られ，従来のγヤリンパイ染色と

呉在った待有の染色が縛られたので，来年度比宍用化について試吸するととにしたい。

F 一一令
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色大島紬の の部分抜染について
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1.目的

化学染料の染色加工法の改善合理化Kよる能率化と高級化をはかる目的で，併の部分故染法

につhて試淡を#乙まう。

2. 試 滋概要 ， 

2-] 可抜染料の選定

ζの染色は，可抜染料で先染してから緋加工し，地色を不抜性の黒色で染色後，緋を節分

解きし，己の部分の色を抜染する方法で，白抜できる染料の選定キS必要で売るため発向後

下記方法によって抜染1..-.白抜できる染料を選定した。その結果怯下記表~.~.長;10-T。

{Il 抜染 試 験

2~ のハイドロザルファイト A コンク溶液 75'Cで 5分間抜染

{21 染色の堅るう度試験

ア洗たく武喰 日本工議規格A-2号ラパートメータ機で試験

イ 日光 試 験 退色試験機で試験

表 1 可欽染科と染色堅ろう度試峨結果茨

洗た〈竪るう度 光
『

染 料 名 染料I/i:!度 抜染性
日

変退色汚 染 竪るう度

シリヤスフワストブルー 3GL 1.5% 5 級 4級 3 級 5-6級

4'''''5 6 '"リヤスパイオレツト BL  1 5 3 

スミライトスフラプロン T 】 5 4 -5 3 7 

>' GB フヲストグリ 1 5 4 -5 3 4-5 

1ゾリヤスアッストイエロ- GR  1 5 4 3 6 

スプラノーノレフ.リリ7>'トレシト 3B  O. 5 5 4 3 4 

スミライトグ ν ー G O. 5 5 4 4 4 -5 

スプラノ λ'7'リリアントレット 3B 3 4-5 s 、 s 5 

シザヤスフ7:<ト呼エロ_;.G R s 

Fイヤゾール V ツト BS  札2
4 5 z 5 

2-2 試料

上記8色を各々40V付書経絹糸. 2手取T80'香ガスで綿糸4モト締めの大島紬用緋

2 -3 部分抜染K耐え 5る不抜性染料による染色試験

(I) との染色は，上記試料の色緋を不抜性染料で黒色に染色し，緋を部分解きした後還元溶
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液で抜染するので緋の地色はとれK耐え得る不抜性白染料で染色し左ければ在らまhので，

染料会社の保本陀よ b不抜性のカヤカラ Y プラック 2RLと，ジステャ-.yプラク;/J1o. ) 2 

の染料で染色する。部分按染法は. 2与をのハイドロサノレフワイト AコンFの榊 75.Cで

S分間抜染して，地色の変色と先に可抜染料で染色した緋'?白抜の状:rmを，~~貴した。その結

果は下記表 1のと酔D。

表 1 地色の変色及び併の白依試袋結呆表
一一一一

染 色 法 地色の変色状態 |一耕の白抜状態

カヤョりランプラック 2 R L 8¥品
変 抜1 色 自

国昔酸 1協煮沸 3分染色の緋

hカヤカラ Y プラツ!/ 2RL 10.% 
やや変色 自 抜2 

酪酸 2%煮沸 8分染色の緋

カヤカラ y プラック 2RL 1 0.喝 やや変色しているが

3 儲錯2協煮沸 8分染色後蒸熱処理3D分 実用化K支障在h変 白 抜

処理の緋 色である程度
同..-圃

カヤカラ Y プラック 2 R L 10.% 

ジスチャージプラウ y ;r.12 3 %  
4 特K変色左し 白川 抜

d首酸煮沸邑分染色後蒸熱処理30.分処理

した餅
t 

y.，.!、 、

4 

(2; 部分抜染後地色の染色堅るう度と強伸度試験

7 洗たく試技 日本工業規格A-2号ラパートメータ機で関験

イ 日光試験

ク 強伸度試験

退色決致後で試験

強伸度計で損IJ定

ノ、

!日。"

上記試験の結果は，下記表2のと;1:，'J:>。

表 2 部分抜染後の試験結果表

染

度一
A
q
J
-

一汚

る一

f

堅「

l
〈
一
色

'"一寸'一
一退

洗一、コ変
日光竪ろう皮

7-， 8 級

{申強 度 度

598. 9 竺三一色!4:-5 級 3 級

2-'-3 抜染剤と温度及び時同別の試験

上記試峨Kよって部分抜染が可能であるが，実用化K当って完全左ものにするためK抜染

剤の適正量並びに抜染時間，温度Kついて試強した。

左金，との試~換は，上記試演 2 -3(4)の染色による地色染色が特K不按性であるため， ζ

の染色法で染色した緋で試験をお・己在った。

その試験結果は，下記表 3のと争b
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表 3 抜染剤と温度7iび時;司即jのi式挟結果永
、'ー .:: .，.~ 、，

抜 染、剤。量別 ! -;.主染古田i度 抜染:~.:i'ljlJ !;白色I刀変色状態 吉町宮立抜染状態

!.'.'一・ "i，、;-'.. .: ， 'C 平分 認められ左い 大 体 白 抜

1 ハイドロサルフワイト 1彩 70 
5 11 11 

，}， 11 11 

2 11 _.， ..11 ，，75 
5 11 自 抜

_..-・ ー .・ー

3 11 I! 

3 11 2~全 7，0 
5 11 11 

一‘←-・ 一・6・

3 11 11 

4 11 11 75 
5 1/ 11 

ハイドロサルフワイト 2均 3 11 11 

5 70 
7~ ラジy DS 也5~ 5 11 11 

ハイドロサルフワイト 2~ ，3 11 '11 

6 75 
アミヲリy DS 0.5 !'e 5 11 11 

ーに ， 

2-4 緋締め用f蛸 IJ試験 :，i{:t. :. 

ζの地色染色は，含金属染料と助剤を多〈使用するとともに，蒸熱処理をがとまラので，

緋の糊が不溶性V亡在九郎分抜染の際斑抜染Kまる ζ とも考えられるので緋締耐用糊剤Kつ

いて試決した。

その結果は，下記表4のと骨b。

表 4 併締め用粉剤の溶解度試験結深表 、

糊 剤 緋染色法 糊 抜 法 緋の糊の能解度

CMCで糊付け 試験法 2-3 2時間常湿の水K浸
やキ不溶解

した緋 表 1の4の 染 色 法 潰した後水洗糊抜

カゼ卓寸ト PG r 
h " A、、F 

ー可.明円 ~ 町酔- --.  晶 " 11 

で糊付けした緋
司， 

ツノマタで籾付 F柏、.'~ . 
11 1/ "':咽 溶 解

けした緋

フノ 1)-:e糊付け:
11 11 1/ 

した緋

. 
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、
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• 
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3. 結 来

(1) 可抜性染料について叫，ハイドロサノレフワイト 21/倣 70-75'cで白抜でき，また，染

色盛ろう度も大体よし立ので，との武咲の自l均に適応する染料で畠る。"

(21 司被也染料で染色同地色が脱色される乙とま<，部分按制Sできる予とがわかった。なh

との試識によっ:C，育費K染色した色は，紹糸で按染するよれ脱色され.~亡くしょ D よい結

決をもたらすζ とがわかった。

(31 以上の試験K ょっ宅~...t.れまで困難と古れていた化学染科の染色法tてよって緋の部分抜染

ができ，色大島問d土品川を切下げる己£ができ，その上鈍染の))日工がこれまで主 b

簡単にできると、とほ，色大島加工i'C;J;'ける新じい染色加工法である占一

己れKついて講習当者竜キ?と在った結来，一部業界ではすで忙実用化され， ζの染色法につ

いての問い合せも畠;';oで，今後:とのl方法Kよる染色加工が多〈在ると思われる。

先染呉色糸の|司_::'~~tI指瓜l 工における汚染試験

担当者主佳研究員 江ト藤清隆

一日ヱ業技術補 操 利

1.目的

大島紬司，白糸または 1色で16反をー仕切として加工するので， I司じ色彩の同柄が16，反生産

され，販売面でや手不利とされている。し

異色の糸を色別K区分せず混ぜたまえ糊附加工すると4仕って，一度に取った色
、iぞ

彩の製品対生産電抗る ζと陀左 9;価格や販路に#いてよい市古来になるものと考えられるので

異在った色を 1仕切として坐経加工した場合K心配される汚染(1(9 11'>宅試験した。
T 

2. 試験概要

2-1 

2-2 

試料 40 9付き経絹糸

染科別と緋1)0工法

下記(!jの4色と，白糸を寺是々 3本Tつ〔言十15:本)をー仕切として選経糊度bし， 80 

番ガス鵡糸4モト京市めでか抑工，以下2， 3， 4もζれに準じて加工
，'[': 

'，;: '，，1、)..-..-守司，，'也4 ; _，'. ~~:~-i.' y ~!;. 

zミ:.-!1~'5， ;.:. 

"‘:. ， i\~. 、

.u九 _."1 ， -‘ ，、

ごき，5:::-



試 i裁に供した染色糸

Cibalan ~~，q~n 2GL 

Cibalan Vi 01 e t RL 

1 Kayak a 1 an Gr ey BL 

L，anafast Khaki GL 

白絹糸

Irganol B 1 ue BS 

Si Ik Fast Sky s 1 ue 6.G 

2 Sulfonine Br i I 1 i Red BG 

Cibalan BriH_iant Yellow 3.GL 

自絹糸

S i r i u s Fast Bloe 3.GL 

Sumiligh~ S~uP~il ，~.rown; T c叩 C

3 Direct Fast Red 3.B 

Fast Gr een GB 

自綿糸

Si口us .Fast Ye 1 ) ~W G.R 
+ 

Direct Dark Green B 

4 Direct Fast Black R 

S i r j u s Violet BL 

自絹糸

2-3 緋染色法

上記4仕切の餅の地染を

Cibian. .Black 
u 

酷~故

BGL 8 ~晶

2% 

液 量 可染物K対し 50倍

液で煮沸7分染色した後，蒸熱処理 20分処理した。

2-4 各色の汚染度調j定

1 '晶の染色糸

11{， 11 

1% 11 

1% 11 

1協の染色糸

1 ヲ~ • 11 

0.5% 11 

1% 11 

1%の染色糸

1% 11 

2ヲb 11 

1% 11 

1 ~もの染色糸，

1喝、 11 

1% 11 

I略 11 、1

に

上記緋を解き，緋締めで防染された部分の色の汚染度を各々分光光度計で分光反射率

を測定し，描初日;工前の色と対照比較した。その結果は下記図表1-20のと骨b。
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%1 図 1 試験法 2-2-1 ，.，;，.--'.[，日

Ci balaD Brow，n 2GL 

30， 一一一一一一一 (緋加工前)

(染色後)

反20

，，，， 
f
 /

 ，，
 

ノ

〆
〆

J
 〆

/
 /

 /
 

/
 〆

，，
 

r
 /

 〆
/
 /

 J
 

レ
射

10 
......-1率

予

一、_-、-、，.，.よ'-町、
ii 

400 420 岨0 4印 480 旬。 520 540 560 580 6ω 620 640 

波 長 'mμ 

、

40卜 図 2 試験法 2-，2-1 

(緋加工前) Cibaian Violet RL 

(染色後)
t..t. 

30 

c 
反

S語 20 
射

; 

率

10 一¥¥ ¥¥~一一/〆

。 九 一一
4∞ 420 440 460 480 s∞ 

波

520 540 

長 一…
戸内

υ

一一.，..!:....!

620 640 

mμ 
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?寸 図3 試腕 2-2ー 1

Kayaka1an GrcyBL 

(緋加工前)

{染色後)
..~:~:<;.， ". "' • ~t 

3 

反 L 

20 
射 一一一ーーー-__一 一、ー~、......__一一一----- 〆-<，

• 
率
10 <) 

。」一一ームーーー」
400 420 440 460 

Di 

480 500 520 540 560 560 6∞ 620 640 

波 長 mμ 

咽 ー一.一一‘戸-ーL‘・

子 l
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3. 結果.;'， '". • ¥ :~，引 自

上記図のよう~，水洗K不堅ろうな直接染料や駿性染科は，特K汚染度が大で，含金属染料

は，キセ汚失が少ない。 叩

:し#弘υ乙の測色はi，担l色機の[謁係で長緋を掛川工染色して揖IJ色した図表で畠るが，蚊緋の部

分は，担胞でき左いため図に表わすととができまいが，肉眼では長緋のようK汚染は認められ

左"'0
ζの汚染Kついて検討しだ結来，大島紬は，蚊緋で柄模様を識出してhるので，との程度の

汚染は実用化できると判事fし指導した結来一部の業者は実用している。

， j .~\、

1、!t: ....A ¥: 

v 
色耕染色法の改番について

I 目 的

;1 
隆

信

清

秀
藤

久
江

白

員

師

究

技
研

ト

任

イ

主

ポ

者当担

色大島紬:ri，先染した色緋を白色抜染してから，その白地の部分に別の色を染色したものが

畠るが，己の染色を，抜染後餅濯のまま染色した場合は，併と地色の境界が染色されず，別K

併を総解きしてから染色した場合は，後から染色する色が先染の緋十亡柴宮 b変色する等品質が

低ムFすると共~，二重の手数を要しているので，抜染するととによって併の色と地色が-llHC

」〆

染出す忠告について試験した。

2. 試験概要 、 …_- ....._..;-
2 -1 試料 40V付き経絹糸 v 

2-2 染料の調合と染色法

!一可故染科と不抜染科を混合した下記表1IVIO祖を，各々煮沸307}染色した。

表 1 可按染料と不抜染料の混合盆)jlj

(ジスチャージ染.1'1は不抜染持イ~\'UJの梨維は可抜染科である)

番号 抜染性 可抜染料と不抜染料の調合量

可 ジリヤス パイオレジト BI， 0.25 % 
抜 ダイヤゾール レツト BS 0.1 " I 

ジスチャージ ，;'ラワ y不 Jlo.1 2 0.5 11 

抜 ジスチャージ ν~ ト Jlo. 8 0.1 " 
可 フワスト グ!J.二〆 GB 1 づら

2 抜 シリヤス プマネ:.J イエロー GR 0.2 11 

不抜 ジスチャージ レツト ， i旺，8 1 " 
-5'1-



一一一
番号 抜染性 可依染料と不依染料のi¥l合盆

可抜 Fイレクト プワスト プラツタ R 5喝
3 

不抜 ジスチヤ ジ ブルー 110.18 0.5 11 

可 シリヤス フワスト ブルー 3GL 1ヲb

抜 FイレFト フワスト プラック R 0.311 
4 

不 11o. 1 8 ジスチャージ ブルー 0.511 

抜 'ジスチエャージ イ・エロー 1Io. 3 '0目2(1 

可 Fイヤゾーノレ ν"ト BS 1.5浄
5 抜 シリヤス フワスト イエロー GR 0.511 

不抜 ジスチャージ ブルー J伝18 0.511 

可 シリヤス フワスト ブルー 3G L 1.5晶

6 
抜 Yリヤス フワ λ ト イエロー GR  且511 

不 ジスチャージ プラク y":;':!lo.1 2 1 11 

抜 ジスチャー:) レヅト j払 B 0.211 

可
スミライト スプラ ヲ、ラウ y T 1% 

7 
ダイヤメール νット BS 。目 211 

抜
γ リヤス フワスト イエロー GR 0.3.11 

不抜 ジスチヤ ジ パイオνット !lo.20 0.511 

可 FイνFト フヲスト フラック R 4% 

8 抜 スミライ r'7.プ:7 プラウ γ T 0.5 11 

不抜 ジスチヤ『巴J νツド J距;8 0.5 11 

|可 ダイヤゾール レツト BS 2喝

9 
抜 シリヤス フワスト イエロー GR 。目 3l/

不 ジスチャージ プJレー !lo.1 8 0.3.11 

依 ジスチャージ イエロー J伝 3 札211 

可 シリヤスフワスト ブルー 3.GL 5% 

10 抜 Fイヤゾール レツト BS 0.3 11 

耳司宜 ジスチヤ--;) イエロー J世;3 。目511 

2-3 帯伽工法

上記1晒の染色糸を各々 2手取b獲経協張 T8()番ガス綿糸5モト締めで仰日工を在す。

2-4 緋の抜染法

上記Kよって加工した色緋を，水洗糊依き後，29/eの石けん液で煮沸10分脱色後，別液

Kてハイドロサノレフワイト 3ve依 80'C-90'Cで 5-8分抜染した。

そのA岩来，下記表2のように緋の色と地色が一度K得られた。

表 2 抜染陀よって染出された色相と緋の評価表

(ll 色の表現は日本色彩研究所，新色名限による。

(2) 緋の染上且の評価は，犬島紬として実用化の可能性につhて調査した結果である。
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kv' 

試d料五 緋の色 .J:虫染後の地色 続の染上 b の 評 価

1 ~ぶ赤紫 銀 ね : ず 緋及び:Iifl色とも実用化可Im~結来が得られた。

2 貴 i 茶 ローズピンク . " 
3 占喜 水 色 地色が抜染古れず実用化不可能な7清泉が得られた

4 青味 黒 うす背縁 耕及び地色とも実用化可能ま結果が得られた

5 紫 根 瑳 色 " 
6 機青緑 銀 ね ず " 
7 赤 茶 背 l惇 JI!!色が抜染されず実用化不可能在結柴が得られた

8 黒 ， "，ーズピン立 緋及び地色とも実用化可能左靖呆が得られた
J 

9 あかね色 うす青緑 " 
1 0 機 r藍 う rす 産 " 

2-5 抜染後の染色堅ろう度試験結来

11)洗た〈試験 工業規格A-2号ラパートメーター機で部験

121 日光試 験 退色試験機で試験

その結果は下記表3のと$'9

表 3 抜染後の染色堅ろう度割験結果表

餅の 色 地 色

洗た〈堅ろう度 日 光 洗た〈堅ろう度 日 光|ごも!(変退色汚染 霊ろう度 変 退 色 汚 染 堅ろう度

1 4 級 3 -4級 4級 4-5級 4-5級 4級
¥ 

2 2-3 3 5 4-5 4 5 
川"，'(も

3 2 6 3-4 
ι， 

3 4 

4 3-4 3 5 4 3 -4 4 

5 3-4 2 • 4 4 3.-4 3 

6 3-4 1-2 5 4 5 5 

7 4 5 4 寸3 4 4 

8 4 2 6 4 4 4 

9 4 2 5 4 4-5 6 

10 4 2 5 3 4-5 5 
」ー

3 結果

11) 染料。調合法Kつhては.抜染によ b地色として織る不抜染料の色もガス綿糸で締めた緋

の色も試料番号3及び7を除いては大体予定ど骨bの色が得られた。

121抜染後の染色堅ろう度『てやや不盛ろうな染科があるので，実用Kあたっては，堅ろうま染

-53ー



"斗をぷ定する必妥があるo 一一 -

(31 日;の染色のt古来は，縫色に在ると地色@品分が斑抜染，-C在るので，緋の手取を少在宅ナる

とか，抜染前の品目1放を十分K為、ζまい，現抜染をし在いよう留意する必援がある。;

{41 色緋を銃殺するだけで一度同?と地の色が染色され，従来の.ffi1r染法托ぷける欠馬もま<.
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1 .目 的

泥染紬ρ地糸染色は，

d 

3.-4回の工程Kよって染色がなされ，

短縮するための試煉を主?と在った。

γャリ Yパイ液で約60回ι石原液知理13関吹乾燥4回dsでり鉄媒染

多〈の回数と的措して??のもとち紫色工程を

1 、

2 試験概1要

2 -1 染色用シグヤリ Yパイ煎出液の採取法 、
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図 1 A液のタ;/=ン般の含有量及び煎l出放の濃度表: 、f 仰円 、
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図 2 B液のタンニY援の含有量及びiI!l出液の濃吃炎
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2-2 試 料 糸

白糸

藍染糸

2-3 染色法

白糸及び藍染糸を各々50認を Ai在及びB波で下記工僅Kよって染色(→印はつぎの工握K

30 9付主総絹糸

上記綿糸を発際感の墜で淡重量色K染色した絹糸

移るととを表わす)

au 

F
h
u
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昔日

(試科K対し.15倍量の耳目出液で3O:i子l笥煮沸染色後その波ICI時11Ij浸漬)→ (6?Aの石

灰水処理)→(柴液で約印「白押して袋色し， ii1iを取替えてζの染色を 5回主?と在う)-， 

(乾燥)→(泥田で鉄煤従)

以上の染色法を 1工程とする。

試料糸を泥染紬用地糸として使用可抱在被度になるまで上記工径を繰返して染色

2-4 染色工極臨政

試料を 2-3の工程によってイ宜主目可能左織皮になった染色回数は，下記表1のと骨b

表 I 使j有可能ま染色回数 パ :; : : ;.: ~.! " ; 1 l'¥ f. ; '1 ; 

、J 試 料 液 即j 染色工程繰返し副数

自 糸 A 液 3 回

白 糸 B 液 3 回

糸藍 染 "A'パ， .披 2 回

監 染 糸〆 B 液 2 回

上記の各染色は皮を分光反射率曲線で表わすと下記図表のと骨bである。

図 3 A抜!白糸から染色年水織度表 、

(比較対照は現在品、となわれている染色法で染色した染糸)一o
n
u

'

J

。L
反

一ー一一~，'-←A放で自浮から染思した染糸

碕of- 一一一一一現在骨己在われている.染色法で染色した染糸

率c。
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図 4 B液で白糸から染色した濃度表
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各染色の所要時間及び煎出液量

各試料及び煎出液Kよる所!現時間及び煎出被使用量は下記表2のと;1;'j)。

560 580 480 460 

2-4 

u "." B i世:

1 0 5 .e 
一一一ー一ー--
1 '2時間

各染色の所要時間及び煎出液使用量

A 現在の染色法

約 15 0 .e 
約

表 2

(1i 究科糸~白糸 50認

三こここ:=J
li!l出液使用量

所要時i司C実動)

1 05 曹司約

約
一例l

九約

、

1 5時間

日，....、♂べ藍染糸50認3斜試(2) 

被

r 
B A、斗主主

7 0 .e 
現在の染色法

Z 
10時間~

." -70 約約90 約

4 

: ¥1 昔、!I、

時間

染色後の竪ろう度及び増量・強伸皮試験

洗tお匡ti;(芯〈盛る 0坦9鹿試験 工業規格;A-守マ:企2正L号法:弓長
汗堅るう度試験 工業規格汗試挟C法で試、技涜

-58.-
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(一
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(坊摩拠ろう同会 i¥ 学振型試験機で峨
" ソー 、

件)増 量 染色後の重;量の増加率を制定

付) 強 {申 度 y ぅ吉伸度計で制定

上記試富貴の結果法下記表3のと;t;-I?

表 3 各染色の盛ろう度試験結来

'‘ 

試料|染色別
設先〈盟Eろう度 汗堅ろう度 摩線竪

増 f量 強度 何度
変退色汚染 変退色汚染 ろう度

白糸 (A3図工液程) 4級 4級 4 i，& 3波 3級 43% 4089 IIA% 

11 (3B図工液程). 4 4 4 3、 3 45 416 10.0 

藍染糸 (h2図工源程) .4 4 3 2-3 2-3 21 431 13.0、

B 被
4 4 3 3 3 25 480 '}3.4 '/ (2図工程)

2-6 所要経費について

糸50認染色する染被代や人件費等の経費を計算し，現在骨乙左われている染色法と比較

するとで認のよう在結来が得られた。

(ガ 現在#ζ在われている染色法で白糸から染色に要する経費は約 6.450円かかるが，との

試倹で染色したA放では 4，570円. B液は 5，870円1!l!するととがわかった。

付)現在告となわれている染色法で藍染糸から染色K要する経費は約 4，170円かかるが，と

の試験で染色した A~庄では 3，3 10 円. B液では4，220円査要するととがわかった。

考察 J. : .~ ~ 
(11上記試験Kよって. B液は.A液の 2倍の波厚液であるが，染色の結果やコストo'r:つ

いては 2倍K相当する成呆が得られまかったので，シヤ 1);/パイの煎出l置は染色法と勘

楽して採取し，有効ま γヤリ Yパイ液の機産及び染色法を検討すfhf島姿が畠る。

{Zl 染色の盛るう度は，染色工径の 2回よI?3回の方が高い。特V亡藍染糸は. 2回工程K

よっても，~用可古里寺染色が得られ〆もが， Ff斡設Kは予?辱ろうであ声ので藍先染糸のγヤ

リaYJミイ《色法と竪る ?B持つ内定時，倹討する必要がある。

l31 j曽量についても. 2回工程の染色は，少在い。大島紬のシヤリンパイ染色は.40%内

外のよ首量がよhとされて;1，-T. 3自工程?染色は，己れ忙該当し，手触，光沢等良好，

また染色も竪ろうである。

{4J 以上Kよって， νャリンパイ染色を認染機によって染液を絹糸へ吸着させる染色法，

並びO'r:!]i[ろうま染色法等再検討し，地糸のγ ヤリ Yパイ染色法を機械化するため，来年

，1車rも弓|続いて試設を骨ζまうととKしたい。 市 (H、

、
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1.目 的

νャリジパイ染色に l謝する wf究

担当者研究員赤塚嘉寛

-.....11 仁科勝海

工業技師押川文隆

染色工径の繁雑左大島紬の γャリンパイ染色の改善合理化をはかるためK己の研究をお、己在

要。 r

った。

2. 概

シヤリンイイ染色の特長は，化学染科で表現でさまh渋い色と噌盈Kよるかさ高ま触感K畠

るが，己の染色法は繁雑，非能率で畠 t，ζの染色エ棋を短縮し，あるいは新らしい楠便左染

色法を凋発しようというのが，との研'先のねらいである。

前年度の研究で Vヤリンパヰ染液の濃度を高くし， PHを酸性側K保ち，適当左悶着青jを選

定する ζ とが，シヤリ Yパイ被の綿糸への吸着忙重要であるとの示唆を得た。

本年度は，シヤリ Yパイ液と金属塩の混合液の 1浴で絹糸を染色ずる己をはでき在加が，吉

らK との染色をi胎邑するKは，どのよう在方法がよ IÄか，.l:v>う点在中心~検討じ，ヤヤリ y

パイ染色の改善Vてついて試みた。 ハ!

2-1 ;.-ヤリ Yパイタ Y ニY， 金属塩混合液~よる絹糸の染色

試料:シヤリンパイ樹皮から分離したV ヤリンパイタ YニY，金属塩

Fe Cf!2 ・4H20"， FeSO.・7H20，Fe(SO.)， (NH.h， 6H20; 

Fe (C2H，02)" 4H，O， KAf! (SO~‘.)，・ 12H，O ， KCH SO.) ，・ 12H，O

KSゆ CAGe-tho，ωCOH)" Caα2・2H，O，Ca (NO，)， 

4 H，O， Ca (C2H，O，)，・ H20，B a (OH) 2・8H，O. Ba Ce 2・2H，O

MVCf!2・6H20

被度

ンヤリンパイタYニン 0.0 1鳴 0.03 0.05 0.1 0.3 0.5 1 

金属

操 作

塩 O.o11¥1J 0.03 0.05 0.1 0:3'" 0.5 1 

浴比 1 : 50 

温度 100 'c 

時間 601子

上記のように染浴を調製， 100mf!三角フラスコに入れ，乙れfて絹糸(約 1g )を浸

潰し，ガラス管(30叩ら 13.mm )を通したコルFで栓をして，湯煎器上で昇混した。

60分処理後，刷出して絞t，乾燥後，秤量戸で乾燥 (100'C60分)偽重量制IJ定，

-O')-

、J

¥ 
'-_../ 

司跡

• 

四.



分光比反射半 (4222脚〕を測定した。

分光比反射率の測定は日立パーキンエルマー 139形分光光電光度計陀ょった。

結果はTable1. Fig 1. 2のと#担。

Table 1. '"ヤリンパイタン~;/・金属塩混合液K よる染色

E25干さ議2220.01略。03! 0.05i 0.1 0.3 0.5 

0.0 1 l¥tJ 1 0.031 0.051 0.1 0.3 0.5 

FeCe2・41i20 O. "10 。目5 0.5 ! 2.6 43 7守7

• Fe50.・71i20 O. 0.3 0.8 1.7 5.4 9.4 1 5.1 

Fe (NH.>. (50.)2・6H20 05 1:0 1.7 3.0 6.2 8.7 17.2 
重

Fe (C2H，02)'・4H20 0.9 2.4 2.4 6.5、白 14.7 19.8 32.4 
』、、J

KA/! (50，)，・12H包O 。 0.4 1.4 2.7 63 9.7 26.0 

量 KC r (50.)2・12H20 07 0.8 O. 3D 7.8 1 0.8 1 5.6 

KSbOCAOeiEH20 。 。 0.7 1.8 6.2 9.0 15.7 

Ca (OH)， 。 。 0.3 0.6 1.6 2.0 3.9 
増 CaCe2 ~ 2H20 。 03 0.2 13 5.4 3.8 1 5.5 

Ca (NO，)，' 4H20 。 。 O. 1.6 4.7 8.4 1 4.6 

Ca (C2H，02)，・Ii，O 。 。 5.3 0.9 4.6 7.8 1 4.0 
カ日

Ba (OH)，・ 8H20 。 。 乱2 0.9 :'5 4.7 9.0 

BaCe2・2H20 O. 05 0.7 2.2 5.2 9.1 13.1 

M9Ce2・6H20 。 。 O. 。 2.4 52 1 0.2 

FeCe，・ 4H，0 0.52 151 1.20 3.5 2 431 5.8 9 7.96 

Fe80.・7H20 0.60 1.37 1.43 2.64 5.14 7.10 7.36 

Fe (NH.>. (80.)2 61i，O 0.60 1.49 2.03 3.06 5.29 6.18 8.83 

Fe (C2H，0:J 2・4H20 2.3.0 2.91 2.97 5.4 5 10.13 15.68 15.68 

KAe (80.)， . 12H20 乱24 031 0.38 0.60 1.05 1.73 2.43 

KCr (80.)2・12H20 0.23 0.40 0.49 0.81 1.28 1.71 2.37 
人~，

F 4 KSbO・CA064Hρ 0.1 0 乱18 0.23 0.27 立81 1.13 1.66 

Ca (OH)， 且41 0.45 l.O2 1.40 3.41 405 7.50 

• CaCe2・2H20 乱16 0.41 0.30 且54 1.19 0.4 7 2.52 

Ca (NO，)， . 41i，O 0.13 0.28 乱59 0.60 1.13 1.9 5 2.44 

Ca (C2H，02) .1i20 0.20 0.3.0 1.73 0.55 1.3.8 199 3.56 
も

13-，，--(QH)， . 81i，O 0，19 0.19 049 0.57 3.23 454 6.3.9 

BaCe2・21i20 。12 0.21 028 0.40 0.99 170 1.87 

1~1U ce2. 6H20 0.19 0.30 035 0.51 1.02 i 1.04! 2.06 
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2-2 '"ヤリ Yパイ・金属塩混合液Kよる染色

試料

シヤリンパイ液の抽出 ;. 

原木 200仰を 10時間煎出(ソーダ灰 500Y添加 )200.e採液. 1日;放置後の PH且

62.比重 10Tw， 3日経過後の P日間 5.6.比重1.50Tw， 3日後のものを使用。

あとはクレゾール(l009/200.e)を投入して腐敗を防ぎまがら使用した。

金属塩の種類と機度のくみ合せ

(li FeCe，・41-120 1 % 501n. 

(2) Fe S，J4・7H，O 1喝 501n.

(31 F e (NH，)2 (50.)，・6H，O 1 % 

(41 Fe(C，H，02)'・4H，O 1 % 

501n. 

Soln. 

(51 FeC.e，・4H，O 1晶. CaC.e，・2H，O 0目01% 501n. 

、

(61 Fe C.e，・4H，O .1喝. Ca (NO，)，・ 4H，O 0.0'1% 501'Il. 

(71 Fe 50.・7H，O 1 %. BaC.e，・2H，O 0.01{i， 501n. 

(81 Fe50.・71-1，0 1{i， ~JYC.e，・ 6 1-1，0 0.01昔日o1n. 

i91 F e (NI-1.)， (50.)，・ 6H，O 1免. CaC.e，・ 2H，O 0.01ザb So ln. 

llO' Fe (NH.)， (50.)，・ 6H，O 1 %. C a (NO，)，・ 4H，O 0.01% 501n. 

1111 Fe (C，I-1，O，)，・ 41-1，0 1 %. Ca (C，H，O，)・H，O 0.01% 50ln. 

札目 Fe (C，H，02)・4H，O 1 %. M9Ce，・6H，O 0.01 % 501n. 

日司 Fe C.e，・4H，O 1喝.KAe (50，)・128，0 0.0 H..、ca(NO"，'，4H，Q 0.01 % 50ln・

(141 Fe Co，・ 4H，0 1私 KAe(50ρ包・ 12H，O 0.01ら Ba C.e，・21-1，0 0.01喝 Soln. 

U日 Fe C.e， ・制，0 1喝.KA.e (50.)， ・121-1，0 0.01 ゐ M9 C.e2・61-120 0.01 % 501n. 

側、.FeCe，・4H20 1払 Af!，(50.)， 0.01 "10. Ca Ce2・21-120 0.01% 50ln・

日司 Fe Ce，・4H，O 1%. Al'，(50.)， 0.01-k. Ca(NO，)，' 4H，O 0.01% 501n. 

凶 FeCe，. 41-1包o1%. l¥E， (50.)， 0.01%. BaCe2' 2H，O 0.01づbSoln. 

日目 FeCe2・41-1，0 1喝.Af!，(50.)， 0.01喝.M9Ce，' 6H，O 0.01% 50ln， 

自由 FeC.e，・ 4H，O 1私.Af! ce， 0.01品. Ca C.e，' 21-1，0 0.01% 501 n. 

旧日 FeCe2・4H，O 1喝.Ae ce， 0.01%. 
1221 FeCE，・4H，0 a. AgCe， 0.01%. 
目~ Fece2・41-1，0 1活.Af! Ce， 0.01晶，

じa(NO')2・4H，O 0.01% 501n. 

Ba ce2 2 H20 0.01喝 501n.

M9C.e，・61-1，0 0.01% 501[】.

白山 Fe50.' 71-1，0 1私 AEじ:f， 0.01づら. BaC.e，' 2H，O 0.01喝 Soln. 

a51 Fe 50. 7 Htρ l:Yo.Af!じ:e，0.0116. M9C:f，'6H20 0.01% 501n. 

. 

担ol F e (NH.)， (日0.)，.6H，O1% KC，(50.)，・12H ，0 0.010/" Ca ce，・2H20O.oJ {i，50 In. 

間 Fe(NI-1.)， (50.)，' 6 H，O 1%. Kι，(50.)，・ 12'Fl，O0.01喝 ca(NO，) ， .4HiO 0.01 %50 In. 

回目 Fe(NI-1山(ω山 6H，O1%. KC， (50.)2・ 12H20 0.01払 MK.e2.6H20.0，印私501n.

-6.4-
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ゆ

自由 Fe (C2H，O')2 4H20 1弘 Iむ，¥t'(SO.，)，・12H，O 0.01喝.Ca(C，H，02) 2.1-120 0.01喝Soln

出回 Fe (C2 1-1，02) 2・411201 %. KAe'(SO.) 2' 12H20 0.01品. MUCe'2・6H200.01免Soln.. 

浴比 1 : 50 ，且皮 100 C 時出d60分

操作

上記の金属程在シヤリンパイ 1直と混合して，染浴をd司必100me三角フラスコに入れ， ζれ

K絹糸的甘 1U )を浸潰し 2-1と同じ操作を行まった。

結来は Tab 1 e 2. F i g 3. 4のと骨b。

Table 2 'lヤリンパイ，金l吾埠混合液による染色

五亨--，_演目 重量増加 K/S 

1 1 0.4 % 6.67 

2 1 1. 4 6.01 

3 1 2.2 5.59 

4 21.0 8.20 

5 1 1. 2 8.00 

6 1 3.8 7.87 

7 1 5.1 6.28 

8 1 2.6 6.4 4 

9 1 4.3 5.84 

10 1 5.5 6.00 

1 1 20.6 8.85 

12 1 7.7 7.98 

13 1 6.0 8.20 

14 1 4.3 8.20 

15 1 6.2 8.47 

16 1 '1.5 8.4 0 

17 1 6.5 8.89 

18 1 7.5 9.19 

19 1 3.8 8目。。

20 1 5.6 8.58 

21 1 5.6 9.27 

22 1 5.4 9.1 0 

23 1 6.4 8.85 

24 1 5.8 5目53

25 1 4.2 6.3 3 

26 1 4.6 5.53 

27 1 6.4 5.46 

28 1 7.1 4.67 

29 22.4 7.70 

3.0 2 3.5 8.14 
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2 _. 3 l/ヤリ Y パイ液で染色し， ζれK金属塩を追加する染色

シヤリ yパイ液の抽出

2-2の方法と同じ

金属塩

FeSO.・7H，O 

方法

絹糸 1Vを 100'C30分染色'.冷却後同浴陀石灰 (Ca(OH)2Jを添加し， 10分後

吉ら11:Fe邑0.'7H，Oを加えて 20分でひきあげた。

結果は Tab 1 e 3. F i g 5， 6のと;:"T。

Ta b 1 e 3 

言尽荷i程二 。喝 0.1 ').5 1 2 1 I.J 

0.5 % 7.4 15.8 20.8 23.5 3.0目 1 26.3 

重

量
1 8.5 16.5 17.6 25.5 29.8 3.2.6 

増
2 9.9 17.9 25目7 22.6 30.8 47.1 

虫日

1357 5 1 4.2 23.3 40.5 61.8 52.6 

0.5 4.20 9.03. I 7.10 7.65 6.08 6.73 

1 4.60 8.64 8.46 7.23 7.10 8.64 
K ... 〆5

5.07 7.36 9.03 7.10 6.85 6.28 2 

5 5.29 8. 46 8. 46 8.46 4.42 7.96 
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Fig5 シャリンパイ液K金属塩を追加した染色Kよる重量増加
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2 -4 シヤリ Y ペイ液・金属塩・染料混合液Kよる染色

γャリンパイ放の抽出

2-2の方法と同じ

金属塩

FeSO.・711，0 5 % 

染料

Direct Fast Black R 

Marine Blue 

Methylene Blue 

Kayanol Mill ing Black TLR 

Sirius Fast Blue 3.GL 

Kayakalan Grey BL 

Sumi 1 ight Supra Broun T Conc 

Cibalan Brown 2GL 

方法

V ヤリンパイ液tL上記染科と FeSO.・7H，O を同時K混合して染浴を調製，とれK

絹糸 19を入れ，浴比 50倍. 100'c60分Q.?，染色を行在った。

結果は Table4. Fig7. 8のとお‘b。

Ta b 1 e 4 シヤリ yパイ・金属塩・染料混合液Kよる染色

民Eト染料名
~科渡度

。晶 0.1 0.2 乱5 1 

Direct Fast Black R 22.4 19.9 21.4 23.7 27.1 

重 Marine B ¥ue 21.5 25.2 21.9 21.7 31.9 
Methyl田 eBlre 22.5 23.6 22.1 22.7 27.6 

量
Kayano 11¥1; i 11 ing B lack TLR 13.7 23.5 24.0 22.7 34.5 

増 S irius F as.t Blue 3GL 21.9 25.4 29.8 33.5 
Kayakal血 Gr町 BL 25.3 29.0 27.4 31.6 30.0 

方日 Sum i 1 ight Supra Erown T C田 C 19.6 19.1 20.6 23.0 23.2 

Cibalan Brown 2GL 21.7 20.9 24.0 22.5 28.2 

Direct Fast Black R 7.50 9.03 11.52 12.18 1 4五3
Marine Bl.Je 8目29 8.83 7.36 6.73 7.36 

Methyl田 eB 1l.1e 9.03 8.12 7.36 7.23 7.36 

え
Kayanol Milling BI ack T.LR 8.12 11.52 13.30 13.30 14.54 

8i r ius Fast Btue 3GL 9.03 1 1.5 2 1 2.5 3 13.72 

Kayaka lan Gr ey BL 10.9 3 11.5 2 12.18 11.52 12.91 

Sumi light supra Brown TConc 7.96 1 0.1 3 1122 12.53 14.54 

Ci balan BIOwn 2GL 8.46 1 122 11.52 13.30 14.17 
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Fig 7 シヤリンパイ・金属塩・染料混合液Kよる染色の重量増加
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2-5 シヤリンパイ・金属塩混合液で染色した糸の強伸度.染色堅るう皮

シヤリ Yパイ液の抽出

2 -2の方法と同じ

金属塩の種類と雄度のくみ合わせ

(1) Fe 50.・7B，0 5喝 801n.

(21 Fe (C，H，O，J，・ 4H，O 5-'k 

131 K5 bOC.H.O，. ~ H，O 5晶

(41 Ca (C，H，O，)， . H，O 5 % 

(51 Fe ct，・41'，0.5%.Ca(NO，)，. 4H，O 0.05% 

(BI Fe 50.・7H，O 5%. Ba Ce2. 2B20 0.05 % 

(71 Fe (NHυ，( 50.)，. 6 B20 5喝. Ca Ce ，. 2B，O 0.05略

，81 Fe (C，8，02)'・4H20 5{i，. Ca (C，H，O，)，. H，O 0.05喝

，91 Fe ct2・4H20 5事.KAt'(50山.12B，O 0.05%. Ca(NO，)，. 411，O 0.05喝

111)¥ Fect2.4B20 5%. At'Ce， o.侃払 CaCt2・2H20 0.05喝

日1)Fe ct2・4B20 5喝.AE2( 50.)， 0.059も， Ba ce2・2H，O OD5喝

Il~ Fe 50.・7H，O 5{i，. AECe， 0.05%. Ba ct，. 2B，O 0.05% 

自由 Fe( NH.) ，( 50.山.6H20 5喝.KCr (50.)， .12B，O 0.05%. Mgα2・6H200.05% 

11品 Fe(cil，02)，.4H205{i，. KAt(SQ)2.12H，O 0.05%. Ca(C2H，02)，.2H20 0.05唱

供 試糸

301付 2くみ(約 13.1<0絹糸)

方法

上記金属塩とシヤリンパイ液で，染浴を調品目

浴比 50倍.100'C60分で染色後，強{申度を担Ij定，染色堅ろう度を調べた。結果は

Table5のと孝子D。

Ta b I c 5 強伸度，染色堅るう度

孟ぞ工 切断強力 イ申 度
耐 光 摩 擦 洗た〈堅ろう度

堅ろう度 墾ろう度 汚 染 変退色

1 3J 01 1 5.8 {i， 5 級 2 級 4-5級 4 級

2 368 17.2 5 4-5 2 

3 376 16.3 5 4 5 3 -4 

4 413 18.1 5 4 4-5 1 

5 3.51 17.2 5 2 4 2 

6 33.5 15.7 5 2 5 3 

7 311 17.0 5 4 -5 3-2 
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ぷi切断強力 イ申 度
耐 光 摩 擦 洗 た く 堅 る う 度

堅るう度 塁ろう度 汚 染 変退色

8 390 16.3 5 2 4 2 

9 353 19.2 5 2 4-3 2 

10 344 15.8 5 2 4 2 

11 3.1 3 15.3 5 1 4 2 

12 旦71 15.7 5 2 4 2-3 

13 3.91 16.3 5 1 4-5 2-3 

14 3.66 17.6 5 1 4 
a・

2-6 シヤ dンパイ・金属塩混合液『亡識を加える染色

シヤリ Yパイ液D抽出

2-2の方法と同じ

金属塩

Fe 50.・7H，O 1喝

ノ
h

酸

HCOOH! 

CH，COOH 
CH3CH(OH). COOH 

HCe (3.5晶)

H，50.( 10喝)

H，50， 
浴比 1 : 50 

温度 100・c

時間 60分

方法
ぞ¥

γ ヤリンパイ液vcFe 50.・7H20 を混合.1:れに酸を加えて. 1 gの絹糸を染色，水

洗乾燥ik.分光比反射率を測定. IV5を求めた。結果はτab I e 6のと骨b。

Table 6 IV5 

、.

E匝 濃 度 0.01也 0.1 % 1略 10晶

HCOOH 7.3.6 9.03 9.03 9.0.3 

CH，COOH 9.03 9.03 9.03 9.03 

CH，CH (OH) COOH 9.03 9.03 9.03 9目 03

HCe (3.5 ~ ) 8.6.4 8.64 9.03. 7.36 

H250.( 1 0%) 8.12 7.3.6 7.3.6 7.73 

H250， 4.05 7.65 8.6.4 8.6.4 

. 

-72-



、

、d

¥-e 

• 

. 

2-7 yヤリ yバイ・金属塩混合液K溶剤を加える染色

Vヤリ Yパイ液の抽出

2-2の方法と向じ

金属塩 FeSO.・7H，O 1喝

溶 剤

C，H，N 

C，H， (OH)， 

CHCe ;CCe， 
C，Ce‘ 
CH3COCH， 

CH3COOC，凡

C，H，OH 

(CH3 )，CHOH 

(CH3 )，CH CH，OH 

浴比 1 ; 50 

温度 100 'C 

時間 60分

方 法

シヤリ Yパイ液f'(Fe 50..7 H，Oを混合， ζれK溶剤を加えて. 1 9の絹来を染色，

水洗乾燥後，分光比反射率を祖IJ定.K/Sを求めた。

結果は Tab 1 e 7のと:!>t。

Ta b 1 e 7 ]¥/S 

溶~刑-ーー~、.度 且1% 1 10 20 

C，H，N 7.3.6 6.18 5.29 4.3.1 

C3H， (OH)， 7.65 8.64 6.18 5.70 

CHCe;CCe， 7.3.6 7.36 8.12 7.65 

C，Ce. 6.73 7.3.6 8.64 2.91 

CH，COCH3 7.3.6 8.64 2.91 8.64 

CH，COO C，H， 7.3.6 8.64 7.3.6 8.12 

C，H，OH 7.3.6 7.65 9.03 8.12 

(CH， h CHOH 7.10 8.12 8.64 7.65 

(CH， )，CH CH，OH 8.12 8.12 7.3.6 8.12 
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2 -8 'lヤリ yパイ・金属塩混合液~ H2C20.を加える染色

シヤリンパイ放の抽出

2-2の方法と同じ

金属境 Fe 50.. 7H20 

H2C20会・ 2Hρ

浴比

温 度

時 間

方法

1 : 5 0 

100・c
6.0分

シヤリンパイ液~ Fe50.. 7H20を混合，己れ~ H2C20.を加えて 1Vの絹糸を染色，

水洗乾燥後，分光反射率を測定，民/5を求めた。

結果は Table8のと卦b

Ta b I e 8 む/5
--.........._H2C20.2H20 

。協 0.02 0.04 0.06 0.08 
Fe 50..7H20'、¥、

札2% 4.05 3.64 3.68 3.95 3.41 

0.4 4.60 4.60 5.29 598 3.60 

0.6 5.29 5.98 5.14 5.45 529 

0.8 5.29 5.70 6.18 5.70 5.70 

1.0 5.4 5 5.70 6.18 514 5.70 

1.2 4.73 529 529 5.70 618 

1.4 598 6.18 6.18 6.3.9 6.3.9 

1.6 5.70 5.70 5.9 8 6.18 6.3.9 

1.8 6.3.9 6.28 5.45 6.08 598 

2.0 4.60 6.18 6.3.9 598 529 

2-9 タ;/=.;/・金属塩混合液~酸を加える染色

タ;/::::..ン

C14日，，0，・ XH20 試薬 1級 1喝

金属塩

酸

Fe SO，・ 7H，O

HCOOH 

CH，COOH 
CH，CH(OH)じOOH

C18H，.02 

1% 

-74ー

0.10 012 乱14 0.16 018 0.20 

3.3.0 3.2，3 3.23 3.19 326 3.60 

5.21 5.2.9 4.31 5.29 4.73 4.6 0 

5.45 5.70 4.73 4.6.0 5.14 5.45 

514 5.29 5.70 5.45 529 5.14 

6.18 4.93 4.60 6.18 6.28 6.18 

598 5.45 5.70 6.18 6.18 5.70 

7.3.6 5.14 6.28 6.73 6.39 6.3.9 

6.18 6.08 6.18 6.18 6.18 6.39 

6.18 5.70 6.18 6.28 5.70 6.18 

6.08 6.18 6.73 6.3.9 6.73 6.73 
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HCe (3目5% ) 

H2SO.(l0% ) 

(COOH)2.2H20 (10%) 

H2SO， 
裕比 1 : 50 

温度 100'C 

時 間 6.0分

方法

• タンユ YとFeSO.・7H20を同時K溶解した水溶液K般を加え. 1 Vの絹糸を染色，水

洗乾燥後，分光反射率を測定. IVSを求めた。

結果はTab I e 9のと;1，-T。
Tab I e 9 K/S 

、
川
)

酸 -----温度 0.01 '晶 0.1 1 1 0 20 

HCOOH 6目 18 5.14 5目70 4.60 3.95 

CH，COOH 4.3.1 4.93 5.4 5 4.9 5 4.60 

CH， (HCOH)COOH 4.93 4.60 3.95 3.95 2.77 

C1sHS4-02 4.05 4.05 3.95 3.95 4.48 

HCe (3.51も) 3.41 3.52 1.1 9 1.1 9 3.95 

H2SO.(10%) 3.95 4.1 5 3.23 1.38 I 1. 3 6 

(COOH)2.2H20 4.05 3.60 4.48 0.43 0.3.0 

H2S0， 3.23 3.52 3.60 3.23 2.3.0 

2-10 タ yェy ・金属塩混合液K溶剤を加える染色

タ Y エ y

¥ー_. Cl'~OO，・ XH20 試薬 1級 1喝

金属塩

• FeSO.・7H20 l北. 
溶 剤

C，H，N 

CH (C2H.，)マCOOH

C，H， (OH)， 

CHCe :CCe2 

C2Ce. 

CH，COCH， 

CH，COOC2H， 
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C，H，OH 

(CH， )，CHOH 

(CH')2 CH. CH20H 

方法

上記のと;1;'!J .調製した水溶液VC19(1)絹糸を染色，分光反射率を担IJ定.K/Sを求め

た。結果拭Table 10のと骨担。

Ta b 1 e 10 lVs 

五苛~ 濃 度 乱 1% 1 

C，l主N 5.14 3.06 

CH(C2H2)7ιOOH 6.18 4.93 

C，H， (OH)， 5.98 6.1 8 

CHCe' .CCe'2 5.98 5.98 

C 2Ce'. 5.98 5.98 

CH，COCH， 6.1 8 6目 3.9 

CH，COOC2H， 5.1 4 5.14 

C2H，OH 5.29 4.93 

C(H，J，CH・OH 5.29 5.45 

(CH， )2CH・CH20H 5.29 5.98 

2 -11 タ;..--.=.ン・金属塩混合液vcH2C20‘を加える染色

試料

タ:/=;/

C..H.，O，. X Hρ 試薬 1級

金属塩

FeSO.・7H20

Y ユウ酸

H2C，O.・2H，O
浴比 1 : 50 

温度 100 'c 

時間 60分

方法

• 

10 

3.8 1 

2.1 7 

6.73 

5.70 

6.18 

6.39 

5.98 

4.73 

5.98 

7.36 

1 9 (1)絹糸を染色，分光比反射率を測定. lVsを求めたっ

結果は Tab 1 e 11のと骨担。
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3.68 

1.8 7 

5.1 4 

6.18 

6.18 

5.98 

5.29 

5.98 

5.98 
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Tab le 11. lV5 

》雰を 7H，0 ~ 。% 。.01 。目02 0.05 。1 0.2 

0.1喝 4.3，1 6.18 6.18 323 1.58 0.99 

乱2 4.3，1 7.10 63，9 4.60 1.8.7 1.2 5 

血1略 0.5 2.06 3.23 7.10 7.65 6.18 1.58 

1 1.99 3.95 3.23 7J 0 7.3.6 3.9 5 

2 2.17 2.24 2.64 4.73 7.1 0 5.70 

《る 0.1 4町 15 7.3.6 63.9 3.41 1.3，1 1.14 

0.2 6.18 7.65 8.64 5.70 1.87 1.1 1 

1JI 0.2 。目5 4.48 7.3.6 8J 2 8.64 5.45 1.25 

3.95 5.98 8.1 2 9.03 10.13 3.9 5 

2 3.60 4.73 5.70 8.6 4 10.93 9.03 

0.1 3.60 7.3.6 8J 2 5.45 1.60 1.13 

0.2 5.70 9.03 10.93 9.44 4.05 0.99 

0.5 0.5 6.18 9.03 10.13 1 1.52 8.12 1.46 

1 5.45 8.12 1 OJ 3 11.52 12.18 9.03 

2 5.29 5.29 6.3.9 9.03 10.13 10.13 

0.1 3.81 6.73 7.3，6 6.1 8 1.87 1.3.3 

0.2 4.60 7.1 0 8.12 8.12 514 1.3.8 

I 0.5 
トー

日目 18 8.12 8.6 4 9.03 11.52 2.64 

1 6.18 8.12 1 0.1 3 11.52 12.1 8 10.13 

2 7.3.6 8.6.4 9.44 11.52 14.54 15.68 

0.1 2.8.5 4.60 5.70 5.1 4 1.6 0 1.49 

」 。目2 3目60 4.93 5.29 6.18 2.30 1.25 

2 0.5 4.3，1 5.14 6.1 8 7ユo 6.18 1.46 

• 1 5.29 5.70 5.70 6.39 7目36 5.29 

2 8.12 7.36 6.73 639 6J 8 6.73 

2 -12. 染洛回数を重ねる染色

染被

Fe 50.・7H20 I事

C1 "，H10 O!1・ XH20 1% 

H，C20..2H，O 0.1 % 

裕 比 1 : 50 

一77



温 度 100.C 

時 間 60分

染色工程

(1i 1 染色 2. 染色

6. 染色 → 7. 染色 → 

3. 染色 → 

8.染色 → 

4. 染色

9. 染色

5. 染色

→ ~a 染色

12; 1 染色→石灰机理→ E目染色→石灰処理→

4.染色→石灰処環→ 5 染色→石灰処理→

7 染色→石灰処理→ 8.染色→石灰処理→

10 染色

(石灰は O目 2喝 Soln，50倍)

む染色→石灰処理→

6.染色→石灰処理『

9.染色→石灰処理司令

数字は染浴更新回欲，染色後分光比反射率を測定， K/5を求めた。結果は Table

12のと骨b。

T a b 1 e 12 K/5 

染硲回数 ( li 121 

1 9.44 9.03 

2 1 1.5 2 1 1. 5 2 

3 1 3.3.0 1 3.3.0 

4 14.54 15.15 

5 1 5.1 5 1 5.6 8 

6 1 5.1 5 1 6目26

7 1 5.1 5 1 6.26 

8 13.3.0 15.68 

9 1 4.54 1 5.6.8 

10 13.3.0 1 5.6. 8 

2 -13 タンエ Y前処理，シヤリ yパイ・金属塩混合液による染色

タ y ニ y

Ct..H10ug・H20

〆ヤリンパイ液の抽出

2-2の方法とi司じ

金属寓

Fe 50.. 7H20 

B 法

前処理

タ y~y 0.01-2.00私

-78-
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9 

0j  

アミラジ" 0.1晶

浴 比 1: 50 

染色時間と温度，煮沸をふくめて 1時間

固着

Ca(OIi)， 0.3.% 

浴 比 1 : 50 

時閣・温度 5分・常温

染色

Fe SO.・7H，O 0.01-2.00 % 

アミラジy 0.1 % 

シヤリンパイ液 100晶

浴 比 1 : 50 

時閣・温度 煮沸をふくめて 1時間

1 gの糸を上記のと骨D染色後，分光比反射率を測定.!VSを求めた。

結果は Table 13のと骨D

Table 13. !VS 

み々こ 0.01免 0.05 0.1 。目5 1 

0.01 % 7.36 7.36 6.73 5.14 4.93 

0.05 11.52 11. 52 11.52 8目64 11.52 

OJ 8.64 10.93 11.52 11.52 11. 52 

0.5 7.10 10.93 11.52 11. 52 1 1.52 

11.52 11. 52 11. 52 11. 52 1 1.52 

2 11.52 11.52 11. 52 11.52 11. 52 

L 2-14 タンエY前処理，けいパィ，金属温混合液閉山O.を加える染色

タンニン

。 c路HlOOIl・ XH，O
シヤリンパイ放の抽出

、勝

2-2の方法と同じ

金属塩

Fe SO.・.71i，O

方 法

前処理

タY ニン 0，]-20% 

アミラリ" 0.1 % 
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浴比 1 : 50. 

時間: 昇温，煮沸をふくめて 1時胡

固着

Ca (OH)， 

裕比

時間・温度

染 色

H，C，O，.2Ii，O 

Fe 50，・7H，O

アミラジy

Vヤリンパイ液

浴比

0..3渇

1: 50. 

55子，常混

0.-札2喝

。1-2目。晶

0..1 % 

10.0.私

1: 50. 

時間: 昇温，煮沸をふ〈めて 1時間

1 V の絹糸を上記のと:Iô'~染色後，重量増加，分光反射率，強伸度，染色堅ろう度交

測定。結果は Table 15のと長b。

Ta b I e 14 試料番号

M¥H¥mo4a-EX雪21:5「2C204・2H，O
C"H!OO，~ 7H，~ 

。% 0..0. 2 0..0.5 0..1 。目2

0..1 % 1 2 3 4 5 

0..1喝
且5 6 7 8 9 1 0. 

1 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 

2 1 6 1 7 1 8 1 9 20. 

0..1 2 1 22 2 3 24 25 

。目5喝
0..5 26 27 28 29 3.0. 

3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 

2 3.6 3. 7 3.8 3.9 40. 

0..1 4 1 42 43 4 4 45 

1也
0..5 46 47 48 4 9 50. 

1 5 1 5 2 53 54 55 

2 56 57 58 5 9 60. 

0..1 6. 1 6. 2 6. 3 6.4 6 5 

2% 
0..5 66 6. 7 68 6.9 7 0. 

1 7 1 72 7 3 74 75 

2 7 6 77 78 79 8.0. 
L... ー_.L一一ーーー

-8.0.ー
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J， dUIC.J，oJ 

ネ諒1K/S 重量増加 切訴強力 仲 度 堅耐ろう度光
摩 擦 洗た(〈汚竪染る) 
盛ろう度 う度

1 19.8 % 3.74 9 16.1喝 6 級 1 級 4-3級

2 1 1.52 12.0 3.88 15.7 5 1 2-3 

3 1218 14.5 3.09 16.6 5 1 2 

4 1121 13.9 3.90 15.1 4 3 

5 6.73 1 5.9 43.9 14.8 4 2 3.-4 

6 14.54 14.6 3.68 14.1 s 1 2 

& 7 14.54 13.2 3.3.8 13.8 5 2 3.-2 

8 1 1.52 14.1 3.11 13.2 5 1 4 

0) 9 13.3.0 14.8 3.94 17.2 5 2 3.-2 

10 8.64 12.5 424 14.7 4 2 3.-2 

11 15.68 15.5 3.74 16.7 5 1 3.-4 

12 11.52 15.2 3.28 12.0 4 1 3.-4 

13 13.30 14.5 3.71 15.9 6 3.-4 

14 12.18 14.5 384 16.7 5 2 4-5 

15 7.23 16.2 3.76 15.6 3 2 4-5 

16 1218 16.0 473 15.4 6 3 

17 15.68 1 7.0 3.29 14.1 7 1 4-5 

18 133.0 16.7 323 14.5 7 1 4 

19 14.54 18.7 3.3.1 14.0 7 1 4-5 

20 10.93 16.3 3.3.5 14.2 6 2 4 

21 16.87 26.9 3.61 13.7 6 2 2-1 

22 15.68 24.3 386 16.3 6 1 2 

、、"'~ 23 1 2J 8 23.8 43.4 18.0 5 1 3 

24 8.83 19.2 3.95 16.3 5 1 3 
d 

25 3.81 23.3 3.64 15.9 3 3 3 

26 15.68 26.1 3.91 15.6 5 3-2 

27 1 5.68 26.r 3.98 14.1 6 1 3 

28 12.18 23.6 428 17.3 5 1 3 

29 133.0 24.3 476 14.7 4 1 2 

3.0 5.29 25.4 411 13.8 3 2 3 

3.1 16.87 24.1 431 17.8 4 3-2 

3.2 15.68 24.2 445 17.8 5 2 -3 

3.3 14.54 23.0 466 18.5 5 2-3 

81 



試二議ミ K/S 重量増加 切崩強力 {申 度
耐 光 摩 擦 洗たく堅ろ
堅ろう度 堅ろう度 う皮(汚染)

34 8.83 21.1 418 16.7 4 1 3 

3.5 5.14 23.2 400 1 6.8 2 2 2 

36 15.68 24.9 444 19.2 6 1 3 

37 15.68 24.2 46.0 19.2 4 1 2-3 

3.8 14.54 23.0 3.90 17.3 5 1 4 

3.9 9.23 22.0 426 17.6 4 1 2一日

40 自.73 20.8 3.83 15.0 3 2 2 

41 15.68 27.5 441 21.2 5 2 2 J・
42 14.54 27.3 3.94 17.4 5 1 2 

43 10.13 24.4 3.8 3 15.5 4 1 3 ¥._) 
44 9.03 28.0 400 18.6 2 2 4 

45 570 3.2.4 415 17.4 1 2 3 

46 15.68 26.4 467 18.5 4 2 2 

47 14.54 25.6 426 17.3 3 2 2 

48 11.52 24.7 423 18.4 4 2 3.-2 

49 8目64 24.4 448 20.3 3 2 3 

50 日.6Jl 3.30 415 17.3 2 2 3 

51 16目 87 266 3.89 19.6 6 2 3.-4 

52 13.3.0 259 373 17.9 6 2 3 

53 11. 52 245 371 16.3 5 2 4 -3 

54 8.83 227 3.75 14.7 2 2 3 

55 8.83 33.2 3.45 18.2 2 2 2 -3 

56 15.6.8 27.9 3.40 17.7 6 2 3 

57 14.54 26.5 410 17.4 6 2 3 ¥}¥ 

58 11.52 25.3 401 16.4 5 2 2 、
59 7.3.6 22.3 3.8.8 17.9 4 2 2 

60 9.03 3.1.7 3.88 16.0 3 2 

61 15.68 31.8 3.64 17.1 6 2 ~-l 

62 11.52 ~! 8.5 410 17.0 5 2 3 

63 10.93 26.5 414 19.，1 5 2 11. 

64 8.12 26.3 3.83 1 8." 4 2 3 

65 '1.00 28.7 3.81 16.5 2 2 3 

66 15.68 3.1.4 3.77 17.1 6 2 3.-4 
」
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ぶ害ミ IVS 重量増加 切新強力 伸 度 星耐ろう度光
摩擦

洗う度た(汚〈堅染ろ) 
堅ろう度

67 13.3.0 29.6 423 16.3 6 3 

68 10.13 28.9 3.3.9 16.8 5 2 3 

69 9.03 24.9 405 1 iJ，5 4 2 3 

70 6.3.9 28.1 3.79 15.1 2 2 2 

71 1丘68 3.1. 7 3.99 15.8 6 2 2 

72 13.3.0 29.3 3.55 14.8 6 2 4 

73 12.18 29.4 3.88 16.9 5 2 3 

74 9.33 24.1 3.57 15.7 4 2 4 

75 7.3.6 26.8 3.76 1 5.8 s 2 2 

76 15.68 3.2.2 404 1 8.1 6 2 2 

77 14.54 3.0.0 423 17.7 5 2 2 

78 11.52 22.3 3.86 15.9 5 2 2 -3 

7~ 9.03 23.4 3.53 17.3 3 3 3 

8.0 8.12 257 412 16.8 2 2 3 

2 -15 絃染機を利用したタ yユY 前処理. '/ヤリンパイ，金属塩混合液陀 H2C20.を加える染

色

絹糸

309付 2，4409(80紹)

シヤリンパイ液の抽出

2 -2の方法と同じ

タンユン

C ..1i~O，. XIi，O 

金属塩

FeSO..7ii20 

方 法

前処理

71く 60 {; 

タy .=， ン 6009 ( 1喝)

γュウ峨 309 (0.05喝)

アミラ:);/ 30m{;(0.05%) 

96 'c 3.0分

-83-



周着

水 60e 

水酸化カル，，"ム 18.0 g (0.3品)

常温 10分

染色

シヤリンパイ液 60e 

Fe S04-・ 7t1;!O 600V ( 1喝)

H2C20， 12V ( 0.02北)

アミラジン 3.0 me (乱05喝)

96.'C 3.0分

::，oap:ng 

水 60f 

マルセル石鹸 609 (0.1%) 

30'C 10分

染色後，重量増加，強伸度の変化，染色堅ろう反を測定n結果はTable16のと骨bで

あった。

Table 1" 

項 目 成 績

重 量 ユ曽 B日 24.2fo 

強i 度 92.6 % 

伸 度 77.3.% 

摩擦堅る D 度 3級

洗たく竪ろう度(変退色) 5級

11 ( 汚 染 ) 4級

耐光竪る う 度 7級

汗 堅 ろ う 度 5級

2 -16 シヤ 1);/パイ液更新の途中K金属温を利用する染色

シヤリ yパイ波@抽出

2 '-20方法と同じ

金属塩

Fe 50，. 7 H20 1品

Ca (OH)2 0.3喝

絹 糸 1 V 

-84-
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染色方法

(1) l '"ヤリンパイ液→Ca(OH)2 J X5→ Fe SO.・7H20 

(21 (シヤリ Yパイ液→ Ca(OH) 2→シヤリ yパイ液→ FeSO.・7H，OJx3 

131 (Fe SO.・7H，O→シヤリ yパイ液-C.，(OH)2.:盟 4

.141 (Ca (OH)，→シヤリンパイ液→ FeSO←7H20J x5 

151 (Ca (OH)，.→γ ヤリ Yパイ液→FeSO..7H，OJx3.-+ (νャリング吋液4

l{eSO.・7!.1，0)";;
(6) l Ca WH)2→シヤリ Yパイ液吋 Fe504・7H，O→シヤリ y パイ液 Jx 3 

浴比 1 : 50 

シヤリ Yパイ液:熱液で lO分処理

Ca (OH)， : 常温で 2叶処理

FeSO.・71.1，0 :常温で5分処理

→:染被，処浬液を更新するととを示す。

X 3_J X 5. 3回. 5図<9返すととを示す。

染色後K重量噌hu.強伸度.染色堅ろう度を測定。

結果姑 Tab 1 e 17のと;"Tであった。

T"I)le 17 

お議gh重量増加率 切断強力 {申 度
耐 光

洗う度た(〈汚竪染ろ) 堅ろう度

1 20.0北 78.2略 73.8 % 6 -7級 5 級

2 33.8 81.6 87.5 6 -7 5 

3 28.2 95.8 79.5 6 -7 5 

4 3.2.9 3.9.3 23.0 7 5 

5 25.8 79.3 80.3 7 5 

6 16.4 120.6 123.2 7 5 

A 2 --17 シヤリンパイ液更新の途中K金属塩を利用した染色糸の金属分析

2 3 
仁司 (OH)2 → シヤリンパイ液 FeSO.・7H，O

染 常温 21l- 熱波 1日分 常温 5分
、w

→ 

色 4 5 6 
ヱ Ca (OH)包 → γャリンパ f官主 FeSO.・7H，O
程常温2分 熱波 10分 常温5分

→ 

7 8 9 
Ca(OH)， → γャリ yパイ液 FeSO.・7H分，0 
常温2分 熱液 10旬、 常温5

-85ー



10 
シヤリンパイ液

熱液 10分

]] 

Fe50.・7H，O -， 
常温5分

13 
F e 50.. 7i120 .， 

常温5分
↓
 

液
分

d
q
n
U
 

2
ハ

1

i
ン
液

ワ
熱

ヤν
 

裕比 1 : 50 

絹糸約1g 

γャリンパイ液の抽出 2 '-2の方法と同じ

F e é~ f).. 7 H，O 1弘

Ca (OH)2 (0 0.1 % 

濃度 :21 0.2略

(31 0.3略

(41 0.4% 

(5"1 0.5% 

(61 1. 0 % 

上記の方法で染色，まず染色工程の番号順K重量l首加を測定した。結果は Tablel8.

Fig 9 Vと;1，'tであるd

'.[;1ト Ie 18 染色工将別.重量増加

染宝章処: 0.1% 0.2 0.3 0.4 0.5 1.0 

4 3.65 % 4.66 3.1 7 6.67 2.09 10.75 

:! 6. :l9 7.06 5.82 ll. 51 6.3.0 15.00 

』 6.13 6.3.6 5.85 8.92 7.02 11.71 

4 8. ')8 1 1. 3.9 10.73 13.3.8 11.10 20.65 

5 10.28 15.3.2 14.4 9 14.56 18.51 24.56 

6 10.17 13.79 15.82 19.3.9 18.10 20.72 

7 10.90 19.40 20目 65 16.97 40.63 3.4.42 

s 14目 33 28.14 26.58 23.19 32.65 57.11 

14.50 28.0~' 29.18 24.94 28.54 3.6.3.5 

10 14.18 27.76 44.95 28.18 3.6.12 3.5.02 

11 15目 69 25.03 48.28 3.3.54 3.5.4 0 3.3.47 

12 15.18 23.44 42.28 29.74 3.1. 1 2 3.3.3.5 

13 15.59 22.98 44.71 24.48 3.1.54 3.1. 8.0 

-86-
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Fig 9 C a (()f1)，温度別重量変化

'‘ 関

401" . 
t 0.3" 

1・30ト /、--......，ιrー7~マ~..唖

0.0 

ぷM三"-ー-0.2" 

ノ"- 〆〆 0.14

10 

。
， --.一.. 一ーマーーす 11 12--'冨

染 色工 斜

ζれを次の方法で分析し，染色工程中の金属合置を定量した。結果政Table19，

F i g 1 0， 1 1， 1 2， 1 3， 1 4， 1 5白と:1'0'~であった。

Vヤリンハイ染色絹糸中D金属分析系統図

試料糸

重量留物

沈でん

Fe (OH)，. XH，O 

L灼熱

灰王子

↓HcE 

沈でん

Ica c，亙豆一

1F++ FeTT~Cã 

l←NH.OH 

-87-
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Ta b 1 e 19 分析結果

Ca(O1H五-番←号項¥E 全灰分 Fe 203 CaO 臼 (oIIi;"¥番弐 全灰分 Fe20S CaO 

1 18 ~ 。世 03.4 1 1.6 7北 。%1.46'70 

2 0.79 。 2 0.74 。 0.42 

3 195 1.61 3 1..8 7 1.8 4 1且7

4 3D 5 204 lJ 9 4 3.6 4 1.71 0.53 

5 1.9 6 1.27 5 259 1.54 1.08 

6 33.7 196 0.1 5 6 398 3.73 056. I 
0.1免 7 3.73 256 0.87 0.3% 7 5.40 3.38 2.09 

8 2.79 190 0.65 8 4.22 2.79 1.20 

9 4.07 353 0.3.2 9 5.24 4.28 0.8.8 • 
10 2.73 3.1 7 0.57 10 8Ji 0 6.26 219 

1 1 4.0 6 2.06 0.52 11 6.44 407 0.92 

12 297 2.03 0.3.8 12 5.70 4.85 2.22 

13 3.48 3.05 0.37 13 6.3.0 5.59 0.42 I 
1 2.21 。 2.02 1 3.23 。 3.59 

2 092 。 0.91 2 1.85 。 2.13 

3 1.78 1.11 0.58 3 2.71 2.1 0 103 

4 3.8.4 1.28 1.94 4 4.06 1.98 2.50 

5 3.0 7 13.4 1.40 5 2.70 1.52 153. I 
6 5.46 3.00 0.60 6 4.73 3.6.4 113 

0.2 % 7 5.8 5 03.7 0.3.3 0.4喝 7 5.52 3.07 2.1 0 

8 4.96 2.51 1.97 8 5.04 3.01 1.62 

9 6.18 488 1.02 9 6.02 4.91 1.40 

10 4.86 3.49 0.91 10 498 3.89 0.98 

11 5.69 4.3.8 0.65 1 1 6目3.9 6.08 0.59 

12 4.04 3.44 O.~!2 12 5.46 399 0.48 

13 3.49 3.41 O.北2 13 5.74 5.14 0.3.5 

1 2.06 。 1.44 1 490 。 4.1 7 

2 1.2 2 。 0.62 2 3.66 。 2.78 

3 2.3.2 1.6 4 0.47 3 4Ji 4 3.1 0 0.85 a弘

4 4.80 1.72 1.2 8 4 7.67 2.57 4.02 

5 4.00 1.57 1.62 5 5.29 2.40 197 

6 4.83 3.27 0.76 6 6.77 5.31 0.48 ー、

0.5免 7 10.59 3.55 6.23 1古 7 9.79 4.63 4.23 

8 6.50 2.20 1.54 8 8.6.6 4.20 359 

9 7.99 6.1 0 1.21 9 890 6.88 0.fL6 I 
10 6目73 4.60 0.94 10 6.54 4.8.7 O.邑6

11 7.6.3 4.81 0.25 1 1 6.6 0 5.40 。目24

12 5.79 2.84 0.4 7 12 592 4.51 0.33 

13 6.1 9 1.07 0.3.1 13 6.80 5.26 0.02 
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染色工程一金属曲線
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15染色工程一金属曲線
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染色工程一金属曲線
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市内Vヤリンパイ染色工場の γヤリ Yパイ液採液量と機度(調査表)(4';.3.18調)

3 結果

以上の試験を要約すると次のようK言える。

(0 γャリ y パイタ y ェy と金属塩D混合液による染色では木酪酸鉄Kよるのが黒い。

(2; シヤリ yパイと金属塩の混合液('(..J.ゐ染色では，金属Kよる色の差は余D大きくまい。

(31 シヤリンバイ液で染色し，その空合の裕K石灰を追加し，更に鉄塩を追加した染色は重量増

加が著しい。

(41 i/ヤリンパィと染料と鉄塩とを同浴で混合した染色は，染料越度 0.2喝soln以上のプラッ

ク0染料混合のものが泥染K似た染着を示した。

(51 i/ヤリンパイと金属塩の混合液K主る 1浴染色では，完全在黒色を得るととは難しいc

(61 ，ゾヤリンパイと金属塩の混合・液Kよる染色では，その取扱いやすい点から FeSO，. 7H，O 

をえらんだ。

(7i νヤリンパイと FeSO，・ 7H，Oの混合液による染色では， H，C，O. (0.01-0.02~も)を加え

ると効果が大きい。

(81 シヤリンパイ液を更新する途中VCFe SO，・ 7H，oで処理する染色Kよって，泥染抗似た黒

色を得た。

，9) ζの場合，シヤリ Yパイ液更新5回， Fe SO.. 7H.0更新5回で十分であった。

11ft' ζの方法で染色した絹糸を染色工程順K金属分析したと己ろ，染色糸の重量は増加していく

Kかかわらず， Caは増加してい在いζとが分勺た。

考察

厳密在意味での 1浴染色では，泥染と全〈同じ黒色は得られ左い。 V ヤリンパイと金属塩の混

合液に少量のシユウ歯車を加えるととによって，沈澱の生成を防き二溶液状態を保たせ，染着を促

進する ζとをはかったが，己れでもいま 1歩足bまいことが分ったο そζで，タ yェyで前処理

し， ζれを石灰で固着し，その後VCi/ヤリ yパイと金属趨の混合液で染色する方法を採用してみ

た。 ζの方法で染色した絹糸は，適度の重量増加によるカサ高左触感と光沢のある黒色が得られ

実用K耐えられるものとa思われる。

結呆的Kみて，現在D大島紬のシヤリンパイ泥染工程を短縮するという己とに直接つまがらま

いけれども，シヤリ Yパイを利用する新らしM染色法を崎拓したものといえる。

適度の重量増加によるカサ高ま触感と，ゾヤリ y パイの渋柿色と，慢雅在光沢を生かす，大島

紬の染色法として，操作が簡単で，噴射式総染機等へ0機械の利用も容易K行在われる点等を4
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えると，利用価値は大きいものと確信する。 45年度の業界への研究発表会K骨'"て， ζれを

「・ノヤザ Yパイの一裕染法!とい5名称で発表した。シヤリ Yパイと金属塩との混合染浴Kシ

ユウ援を少量加えるととKよって，染色が1足進されるといDととは，':/ユウ戚の還元力Kよっ

て，鉄イオンが 2価~q呆たれているからでは在いかと考えられるが，己の点Kついては .46年

度KさらK詳し〈調べるととにしたい。

シヤリンパゴ液を更新する途中f'1:Fe SO.. 71i包Oを利用する染色方法も，染液の更新回数を

減少できる上K適誕の重量増加を期待できるので，大島紬の染色方法として可能性が大きい。

過去数年，減少の一途を辿ったYヤリンパイ泥染が，諸般の事情からようや〈見直されつつ

あれ現在， ';/ヤリンパイ泥染は増加の傾向Kある。必年度f'1:はその他い〈つかの V ヤリ Y パ

イ染色法の検討を進め，さらに品質の向上をはかる己とを考えたい。
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染色排水に闘する調査

研究員 赤 塚 嘉 寛

研究員 仁 科 勝海

工業技師 押 JII 文 隆

1.目的

L 染色排水が市内河JlIの汚染K及ぼす影響を調査し，将来の排水処理研究の資料とする。

2. 概
、、』ノ

要

。 J

巴

¥、町F

u 

名瀬市内tL;;"いて，染色排水が放出されているとみられる新川と，海辺から11か所(別紙略

図)を選び，採水L..水深，水温， P H.透過率，全固形物.Ca硬度，塩素イオY を，夏期

冬期の2回Kわたって調べた。結果は Tab I e 1. 2のと;;"Tであった。

Table 1.染色排水K関する調査 (45. 7. 20 ) 

よお主f時刻 水深 水温 PH 全固形物 Ca硬度 塩素イオ y

p.m. cm 'C 再開 P伊 開 m
1 2.1 5 1 6 29.5 8.9 8.2.1 18. 0 20.8 

2 2.24 1 5 24.0 8.0 105.8 25.0 25.0 

3 2.28 1 3 25.5 7.5 108.4 24.4 24.6 

4 2.3.2 1 4 27.0 7. 5 102.7 27.6 26.0 

5 2.3.7 2 4 28.0 7.5 111.1 3.2.4 26.0 

6 2.55 2 5 29.0 7.8 26.2.0 76.6 78.2 

7 2.49 1 00 3.0.0 8.1 33.011.2 692.6 15，6449 

8 3.03 3.8 3.0.0 8.2 33，574.0 813.0 16，215.8 

9 3.07 1 2 28.5 7. 7 96.3.4 121. 4 415.5 

10 3.13 3.0 29.5 8.3 37，729.3 860.0 18.155.5 

11 3.3.2 6 28.0 7.8 102.3 35.0 3.4.0 

-95一



Table2 染色排水K調する調査 (45. 12. 4 ) 

ぬ認ミ 時 主Ij 水深 水温 PH 全固形物 Ca硬度
塩素

透過率イオ y

a.R1 9.55 
C祝 'C 

1P1F3 2 
ppn p3p3 m 95 略1 7 15 6. 6 3.2 

2 10.03 9 19 6.5 128 3.4 3.8 94 

午 3 10.05 18 19 6. 6 119 33 3.6 96 

4 10.08 10 18 6. 5 1 26 3.9 3.7 96 

5 10.1 3 15 18 6. 6 157 43 42 97 

6 10.3.5 6.0 17 6.7 149 6.1 110 96 

7 10.21 100 19 7.4 3.3883 8.50 20内75 100 

8 10.目 42 200 18 7. 5 213.07 6.75 178.50 100 

前 9 10.46 100 19 7. 4 1603.5 495 11420 98 

10 10.52 200 21 7.7 3.1925 950 208.00 100 

1 1 11.05 4 16 8. 0 209 42 47 94 

l pm2.10 4 16 7.3 885 27 3.4 99 

2 2.22 5 21 7.0 121 3.0 3.6 98 

午 3 2.26 18 20 7.1 259 45 100 97 

4 2.30 10 19 6.8 158 44 3.8 93. 

5 2.3.2 15 19 6. 9 201 50 6.5 98 

6 2.52 50 18 6.7 226 59 80 97 

7 2.40 100 20 7.4 3.23.22 1015 208.75 100 

8 2.57 200 20 7.6 268.8 3 675 16.8.25 100 

後 9 3.02 20 19 7. 5 12676 410 8.4 50 94 

10 3.08. 200 21 7.5 263.4 7 945 22950. 95 

11 3.25 4 16 8.2 8.28.0 49 42 95 

3.考察

夏期の調査の 7月20日までの 4日聞は晴天続きであった。当日の気温 3.4・C.採水時の観察

では，前回(岨年12月)~<らべて比較的川の汚れは少在< .海辺D汚れが多〈まったようK

見えた。冬期の調査の12月4日までの 3日間は小雨続きであ t.当日の気混は2O'Cで品。た。

45年の夏冬を比較してみると PHは夏が高<.全固形物. Ca硬度，塩素イオY ともわずかま

がら冬の方が高〈在っている。或在D段階~:I>1t>て，染色工場の排水Kよる汚濁より，一般家

庭排水の影響。方が川の汚濁を著しくしていると考えられる。
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T日導な ら び f乙 会合等

1.伝習生の養成

大島紬業界は，家内工長として発達したため，手作業による加工が多<.経験と熟練を要す

るという点も畠って，技術者の老令化，労働力の不足が問題と在ってかり， とれK対する施策

が急務と在ってhるため，将来の中堅技術者を養成L，，地場産業発展，育成をはかる目的で，

1年コースの伝習生を養成した。

指 導 方 法

{lj 一般の理論指導

ア 図案意匠法 48時間

イ 機織加工法 27 f/ 

ウ 原料糸概論 8 f/ 

ヨニ 染 色 般 15 f/ 

オ 染色物理化学概論 15 f/ 

{2J 専門科別実習指導

科別 指 導 内 容

1 基礎図案の描写 2 緋図案の調製

図案科 3 色彩と配色 4 課題Kよる考案調製

5 考案調製と配色 6 応用製作

1 織物設計法 2 整経・粉付・籾綴法
緋 締

3 緋 締 法 4 緋の部分解き・摺込み染法
加工科

5 各種緋締法 6 経耕糸の仕上げ加工法

必

1 地経糸の巻き込み法

2 経糸の配列・機掛け法

製織科
3 織つけ法

4 緯耕製織法

5 経緯緋の製織と調整法

6 その他，緋製紙在らび陀加工技繍の実習

Lー
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，31 伝習生修了者

科 却l 氏 名

図案 科 榊 藤夫

rノ 上原るb子

11 満田俊治

11 白浜真知子

11 重村敏則

11 大野寛子

11 屋村敏久

11 美佐岬ー

11 栄原 イサヨ

11 央 泰治

耕締加工科 山田勝美

製 紙 科 成田みつ子

2. 技術指導の実施状況

技術指導内容 実施件数

技術相談Kよ 922 

る指導

巡回技術指導 15 

(1 55工場)

生 年月 日 出身市町村 備 考

昭和22年 5月13日 名瀬市 就 車並

{/ 26 8. 11 11 

11 25. 1. 8 11 46年度染色伝習生

11 25 6. 3.0 鹿児島市 就 職

11 25 7 18 名 瀬 市 11 

。23. 11. 3.0 11 /ノ

グ 20. 7. 4 11 11 

。23. 4. 1 11 自 営

。2日. 3. 19 11 就 職

11 22. 5. 25 11 11 

グ 26. 7. 5 笠 利 町 11 

グ 29. 4. 16 名 瀬 市 11 

説 明

1. 図案調製Kつhて 195件

2. 原科糸撚糸精練加工につhて 45 1/ 

3. 緋締その他緋加工法Kついて 145 11 

4. 織物設計法について 74 11 

5. 動力織機・整経機の取扱い法Kついて 13 11 

6. 大島紬汚点直し 243.11 

7. 化学染料の染色法Kついて 91 11 

8. 草木染料の染色法Kついて 42 11 

9. シヤリ Yパイ染色法Kついて 18. 11 

10. 摺込み染法Kつhて 21 11 

11.抜染法Kついて 16 11 

12. 界面活性期rJVCついて 10グ

13. その他 9 11 

1. 緋締製織関係(指導工場数 120工場)

(li住用村(6工場)
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技術指導内容 実施件数 説 明

(21 徳之島町・伊仙町(18工場)

(31 与論町 ( 12工場)

(41 喜界町 ( 15工場)

(51 龍郷村 ( 39工場)

(61 笠利町 ( 1 5工場)

(71 瀬戸内町 ( 2回 14工場)

(81 徳之島町亀浄 (養成所 1) 

2. 染色加工技術関係(35工場)

~J'-.) i 
(11 笠利町 ( 9工場)

(21 龍郷村 ao工場)

(31 大和村 ( 1工場)

(41 宇検村 白0工場)

(51 瀬戸内町 ( 3工場)

(61 徳之島町 ( 1工場)

(71 喜界町 ( 1工場〕

審 査 等 4 1. 紬展示会審査(名瀬市 2，笠利町 1) 

2. 紬図案展示会審査(鹿児島市 1 ) 

3 染色審査 (名瀬市 2 ) 
L一一

3 会議・会合等

会議・会合等の種類 開催場所
出 席 者

所側 技術者 計

¥._rJ 
染色加工技術講習会 当 所 8 1 3.0 1 38 

機織加工島、よぴ製織技術講習会 宇 検 村 2 202 204 

大 芽日 村 2 284 286 
--~ 

和泊町・知名町 2 183 185 

霊 水 市 1 3.0 31 

技 術 懇 談 会 z、足司， 所 15 30 45 

昭和 45年度研究発表会 司、ν 所 1 8 80 98 
L一一一一ーー一一一一一一
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